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尼喜見巴；芦全 履手麿房馬さ馬がのと器 言 衡 返 の I盛巽の 北
私拒 な
異に
つ孟よ 哭 重渡 へ允る允屋院院を ‘書方竺よ I方 の
信亨る菱↑び占亨す盪持‘全‘島宣宣還 都三と言り巴と 方
全決=宗究重さ を
全自参重翌重へとあさ 大竺若 北マ若 に
邑 勇盛 て 衡
。の翌、す衡 I衡送重り ば路言君 の 君報
Iし lとの
対 l右全の毘と達衡全重 を ・ 方 ・ 告
写写—文 面琶馬醤文。のすの翌衡わ姫へ 姫す
芝返 ⇔ー 、を。允 Iを面 全伝 Iをた君文君ニ
°事言位屋許 、翌宮会翌言璧助 さ ‘ あ ‘央
咤 尼島 可重て中を言を言 命 る 維 り 悲 I 
邑
E
 
B
 
(
6
)
 
邑
(
7
)
 
邑
ー
哭
(
8
)
 
更
ー
究
(
9
)
 
璽
(10) 
璽
(11) 
―――究ー栗）
(15) 
雲
一
ー
翌
(16) 
君
―
―
ー
器
(17) 
菖
(18) 
―――話ー登
(12) 
―
―写0|写一
(13) 
醤一
(14) 
嚢
一
ー
奎
羮
六
—
窄
(
6
)
 
癸
七
上
父
(
7
)
 
――-交|｛九
(
8
)
 
―
―
―
-
6
T—七
0
(
9
)
 
言
ー
七
一
(10) 
翌
(11) 
翌
1
七―
(16) 
―――芸ー芙
(17) 
―――芙ー七七
(18) 
―苫
(19) 
―――七ヤー芙
(12) 
老―
(13) 
老―
(13) 
――七―-|七-―
茎―|―――――
(
6
)
 
芸―
l
-
(
7
)
 
茎――-_――写
(
8
)
 
虞
ー
―
―
六
(
9
)
 
真
ー
―
―
七
(10) 
喜
ー
―
―
九
(11) 
闘
(12) 
闘ー――――
(13) 
竺―-_-―――
(14) 
芸―
―
丁―
―四
(15) 
竺―-四|-―
七
(16) 
七―
-七|-―-〈
(17) 
圭―
〈|-―
九
(18) 
七
翌
ー
器
-
0
癸
ー
淫
(
7
)
 
10
発(
8
)
 
-
0
発上〈一
(
9
)
 
-0-（-|六-―
(10) 
豆
―
―
―
—
去
四
(11) 
1
0
六
四
—
去
写
(12) 
1
0
益
—
去
六
(13) 
10六
{
_
上
父
(16) 
忌
四(17) 
忌
四
ー
芸
(18) 
1
0
芸
ー
芸
(
5
)
 
1
0
翌
ー
哭
(
6
)
 
-
0
哭
ー
究
x
 
(
8
)
 
17|＿
四
(
9
)
 
西
ー
一
写
(10) 
云
ー
一
六
(11) 
-六|-七
(12) 
-七|-〈
(13) 
-〈|-九
(14) 
-九|―10
(17) 
―-
(18) 
――-|―四
(19) 
孟ー――写
(
6
)
 
―
―
翌
ー
哭
(
7
)
 
―哭
x
 
―
―
癸
ー
翌
天〈
I
会
(
8
)
 
尋
(
9
)
 
尋
ー
穴
(10) 
戻
人
九
(14) 
―
10―-|0-―-
(15) 
――IOI
―-_0写
(16) 
塁
(17) 
量
ー
0
六
(11) 
尻
(12) 
―-究|-―100
(13) 
―
10
-0―
 
(
6
)
 
―
-
会
|
九
0
(
7
)
 
―
九0
x
 
(15) 
究
—
-
0
-
―
(
8
)
 
き
ー
九
一
(
9
)
 
九一ー九――
(10) 
九―-
(11) 
九―
-|_九写
(14) 
九
七
よ
〈x
 
(
6
)
 
全
ー
会
(
7
)
 
会
|
九
0x
 
(
4
)
 
会
(
5
)
 
仝
(
|
全x
 
命ー＇〈六
(13) 
―-千|-七
(
5
)
 
―
―
―-|―四
(
6
)
 
―四
(
7
)
 
―四
(
8
)
 
―
―
西
—
一
写
(
9
)
 
―写
(10) 
―写
(11) 
―-玉_―六
(12) 
―六
x
 
x
 
x
 
X 
-3-
な
る
べ
く
小
さ
い
単
位
（
「
小
段
」
と
よ
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
）
に
分
け
た
け
れ
ど
も
、
後
述
の
位
置
的
な
相
違
を
調
べ
る
た
め
に
は
、
H
 
一
G
 
F
 
(19)
重
衡
、
出
家
を
望
む
も
、
許
さ
れ
ず
(
-
蚕
ー
器
）
。
(20)
重
衡
、
法
然
を
請
じ
て
、
受
戒
（
―
-
器
ー
壱
）
。
(21)
重
衡
を
義
経
の
宿
所
へ
移
す
（―-翌）。
〈
領
地
の
件
に
つ
き
朝
廷
よ
り
頼
朝
へ
公
文
書
を
送
達
〉
(22)
重
衡
、
鎌
倉
へ
下
り
、
三
河
国
に
到
る
(
―
―
壱
ー
＇
央
）
。
(23)
重
衡
、
池
田
の
宿
に
て
侍
従
と
歌
を
贈
答
（
―
-
央
10)。
(24)
重
衡
、
宇
津
谷
峠
を
過
ぎ
、
鎌
倉
〈
伊
豆
〉
に
入
る
(
―
―
六
0)
。
(25)
重
衡
、
頼
朝
と
対
面
す
(
―
―
六
〔
）
ー去――)。
(26)
預
り
の
狩
野
介
、
重
衡
を
入
浴
さ
せ
、
千
手
が
世
話
（
―
-
六
―
-
|
空―)。
(27)
千
手
と
重
衡
、
今
様
・
朗
詠
し
、
琴
・
琵
琶
を
賞
玩
(
―
-
六
-
―
-l釜）。
28)
頼
朝
、
そ
れ
を
立
ち
聴
き
の
よ
し
語
る
(
-
羹
）
。
覚
一
本
(26) 
宍一
i(――
(27) 
―
〈―
上(-―
(21) 
碧
ー
哭
(22) 
戻
ー
発
(23) 
棗
九
(24) 
醤
九
ー
上
(
O
(25) 
奨
0
ー〈一
X (19) 
＿一蚕
(20) 
写
嚢
ー
若
x
 
八
坂
〈別〉
六
0
〈
|
-
0
〈別〉
空
0
|
_
―
(20) 
房
(21) 
見
ー
〈
O
(22) 
―-K
o
|仝
(23) 
―-〈一
〈別〉
杏
七
i〈 x
 
(14) 
尋
―
―
―
ー
苺
(15) 
＿一七四
x
 
屋
代
(26) 
芸
九
—
呑
一
(27) 
芙
―
―
ー
上
翁
(21) 
菟
ー
写
一
(22) 
翌
1
芸―-
(23) 
羞
―
丁
翌
(24) 
七
姦
ー
老
(25) 
芸
七
—
究
x
 
(19) 
茜
四
(20) 
七
醤
ー
究
x
 
南
都
(26) 
-
0
品
ー
夫
(27) 
-
0
矢 (14) 
10
交(15) 
1
0
交
ー
苺
(20) 
戻
一
ー
〈
―
―
〈
19〉
豆
平
人
一
(21) 
10
会
ー
会
(22) 
-
0会
ー
全
〈
23〉
-
0
全(24) 
-0全ーー在――
(25) 
10益ーー九四
南
異
(26) 
醤ー―――写
(27) 
嚢ー―――七
(15) 
―10 
(16) 
―10|―
―
― 
(21) 
―-七|―-〈
〈
20〉
柔
ー
―
―
七
(22) 
-K|――九
〈別〉
1
8ー一元ー――
10
(23) 
1
7
_―
矛
—
-
―
-
0
(24) 
―10ー―――
(25) 
――-|-―四
長
門
(27) 
-P—-<
(28) 
―-九|―10
(18) 
塁
(19) 
晨
ー
0
九
(20) 
―――況ー一〇
〈
21〉
―
―-0|-―
 
(22) 
―
―
―-|―四
(23) 
――四〈
24〉
――四
(25) 
―――-四|―七
(26) 
――七 延
慶
(21) 
-＝〈
x
 
(17) 
0―-|0四
(18) 
盃
ー
0
写
(19) 
-冠
|
0七
(20) 
10七
x
 
(13) 
益
人
六
(16) 
10― 
x
 
(12 
益
四
部
い
く
つ
か
の
x
 
X (16) 
天
ー
一
九
(17) 
―九
(18) 
云
ー
―
1
0
(19) 
―10 
x
 
x
 
(14) 
―七
(15) 
一
石
ー
一
〈
x
 
闘
諄
-4-
小
段
を
進
行
の
部
分
的
な
区
切
り
と
な
る
規
模
（
「
大
段
」
と
よ
ぶ
こ
と
に
し
た
い
）
に
併
合
す
る
ほ
う
が
扱
い
や
す
か
ろ
う
。
覚
一
本
に
基
づ
い
て
分
け
た
箇
条
で
い
う
と
、
次
の
ご
と
く
ま
と
ま
る
（
標
題
は
い
ず
れ
も
仮
称
）
。
首
わ
た
し
(
1
↓
4)1討
ち
取
っ
た
首
の
処
置
。
維
盛
の
文
通
(
5
↓
8
)
ー
'
|
屋
島
に
在
る
維
盛
と
京
な
る
家
族
と
の
文
通
。
院
宣
の
送
達
(
9↓
1
1
)
・
~
神
器
を
返
還
す
れ
ば
重
衡
の
助
命
を
考
慮
す
る
と
い
う
院
宣
が
屋
島
へ
送
ら
れ
る
。
内
裏
女
房
と
の
対
面
(
1
2↓
1
5
)ー
~
重
衡
と
関
係
の
あ
っ
た
宮
廷
女
官
に
会
う
こ
と
が
特
別
許
可
。
院
宣
の
拒
否
(16
↓
1
8
)
|
_
|
院
宣
を
拒
否
す
る
文
書
が
屋
島
か
ら
京
へ
送
ら
れ
る
。
重
衡
の
受
戒
(19
↓
20)1出
家
を
願
う
重
衡
は
、
許
可
さ
れ
ず
、
せ
め
て
も
と
法
然
か
ら
受
戒
゜
重
衡
の
東
国
く
だ
り
(
2
1
↓
25)
重
衡
は
鎌
倉
へ
護
送
さ
れ
る
（
主
要
箇
所
は
律
文
）
。
千
手
の
慰
め
(
2
6
↓
2
8
)—
ー
—
頼
朝
は
重
衡
に
温
情
を
示
し
、
千
手
に
歌
曲
な
ど
で
な
ぐ
さ
め
さ
せ
る
。
お
も
な
問
題
は
、
C
…
…
F
の
位
置
関
係
に
在
る
。
本
文
系
統
の
成
立
要
件
A
↓
B
と
G
↓
H
の
位
置
関
係
は
各
本
と
も
同
じ
だ
が
、
C
↓
D
↓
E
↓
F
（
覚
一
本
・
南
都
本
・
源
平
闘
詳
録
本
）
c↓
E
↓
D
↓
B
（
八
坂
系
本
・
延
慶
本
）
C
↓
E
↓
F
↓
D
（
屋
代
本
）
こ
れ
ら
の
う
ち
、
同
じ
位
置
関
係
を
共
有
す
る
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
、
共
通
異
文
に
基
づ
き
本
文
系
譜
を
建
設
す
る
の
と
同
様
な
立
場
か
ら
c↓
D
↓
F
↓
E
（
長
門
本
・
南
都
異
本
・
四
部
合
戦
状
本
）
H
 
G
 
F
 
E
 
D
 
c
 
B
 
A
 
C
…
…
F
は
い
ち
じ
る
し
い
差
異
を
示
す
。
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
-5-
う
恣
意
性
を
潜
め
る
ら
し
い
。
大
段
な
い
し
小
段
が
、
対
応
す
る
位
置
に
在
る
こ
と
を
必
要
と
し
よ
う
。
系
統
づ
け
を
試
み
る
こ
と
も
、
か
な
り
の
程
度
ま
で
有
効
性
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
立
場
に
従
う
と
、
従
来
の
通
説
が
成
り
立
た
な
く
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
通
説
で
は
、
い
わ
ゆ
る
語
り
系
と
増
補
系
と
を
、
語
り
系
ー
_
屋
代
本
・
覚
一
本
（
一
方
系
本
）
・
八
坂
系
本
増
補
系
ー
源
平
闘
諄
録
本
・
四
部
合
戦
状
本
・
南
都
本
・
南
都
異
本
・
延
慶
本
・
長
門
本
の
ご
と
く
分
け
る
け
れ
ど
も
、
大
段
の
同
じ
位
置
関
係
を
共
有
す
る
テ
ク
ス
ト
が
、
両
系
列
に
わ
た
り
出
て
く
る
ゆ
え
で
あ
る
。
従
来
は
共
通
な
章
段
を
も
つ
だ
け
で
同
じ
系
統
と
認
め
ら
れ
た
よ
う
だ
が
、
他
本
の
異
詞
章
を
恣
意
的
に
採
り
こ
む
流
動
志
向
本
文
の
ば
あ
い
、
底
本
ど
お
り
の
書
写
を
建
前
に
す
る
態
度
か
ら
生
ま
れ
る
「
系
統
」
と
は
同
一
視
で
き
な
い
。
流
動
志
向
本
文
の
作
編
者
が
異
詞
章
を
採
り
こ
む
の
に
、
主
と
し
て
依
拠
す
る
本
の
順
序
に
合
わ
せ
る
の
が
順
当
だ
け
れ
ど
、
あ
え
て
違
う
位
置
に
入
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
底
本
に
わ
ざ
と
随
わ
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
の
部
分
に
関
し
「
系
統
」
が
放
棄
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
同
じ
「
系
統
」
だ
と
い
う
た
め
に
は
、
共
通
な
順
序
の
前
後
だ
け
で
は
な
く
、
あ
る
大
段
を
あ
る
本
で
欠
く
ば
あ
い
も
、
や
は
り
系
統
と
必
然
的
な
関
係
が
な
い
。
た
と
え
ば
源
平
闘
諄
録
本
は
、
B
「
維
盛
の
文
通
」
と
H
「
千
手
の
慰
め
」
ぜ
ん
た
い
を
欠
く
。
こ
の
本
は
、
大
段
・
小
段
を
欠
く
箇
所
が
多
く
（
覚
一
本
の
1
7
.
2
1
に
当
た
る
小
段
な
ど
）
、
縮
約
と
増
補
を
併
用
す
る
方
針
の
現
わ
れ
ら
し
い
け
れ
ど
も
、
も
正
文
に
は
H
を
も
た
ず
、
巻
十
の
目
次
に
「
但
在
別
紙
」
と
注
し
、
全
体
の
巻
後
に
在
る
「
平
家
抽
書
七
介
条
」
の
内
に
収
め
ら
れ
る
（
屋
代
・
六
0
七
ー
―
一
）
。
こ
の
処
置
は
、
源
平
闘
評
録
本
と
屋
代
本
正
文
が
H
を
共
通
的
に
欠
く
の
は
、
や
は
り
語
り
物
系
と
読
み
物
系
の
区
別
が
系
譜
的
に
無
意
味
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
な
お
、
B
と
H
は
同
じ
に
考
え
ら
れ
な
い
点
が
あ
る
。
屋
代
本
お
そ
ら
く
屋
代
本
の
主
本
に
H
が
無
く
、
他
本
で
巻
後
に
書
き
加
え
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
四
部
合
戦
状
本
は
H
を
も
つ
が
、
覚
一
本
の
2
6
と
2
8
に
当
た
る
小
段
を
欠
く
。
こ
れ
も
真
名
本
に
共
通
な
縮
約
方
針
の
現
わ
れ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
け
れ
ど
、
そ
の
背
後
に
は
、
ど
う
せ
付
加
部
分
な
ら
、
正
文
ほ
ど
忠
実
に
採
り
こ
む
必
要
が
な
い
—
|
_
と
い
-6-
い
ま
さ
ら
省
く
わ
け
に
ゆ
か
な
い
と
感
じ
た
編
者
が
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
小
段
未
満
と
い
え
そ
う
な
短
い
詞
章
の
位
置
変
更
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
を
出
た
重
衡
が
、
小
夜
の
中
山
に
向
か
う
と
き
、
い
か
な
る
宿
業
の
ゆ
え
か
と
悲
傷
し
な
が
ら
も
、
お
ん
こ
い
ち
に
ん
ほ
い
御
子
の
一
人
も
お
は
せ
ぬ
こ
と
を
、
母
の
二
位
殿
も
な
げ
き
、
北
の
方
大
納
言
佐
殿
も
本
意
な
き
こ
と
に
し
て
、
よ
ろ
づ
の
神
ほ
と
け
に
祈
り
申
さ
れ
け
れ
ど
も
、
そ
の
験
な
し
。
「
か
し
こ
う
ぞ
、
無
か
り
け
る
。
子
だ
に
有
ら
ま
し
か
ば
、
い
か
に
心
ぐ
る
し
か
ら
ん
」
と
宣
ひ
け
る
こ
そ
、
せ
め
て
の
事
な
れ
（
覚
一
・
ニ
五
九
ー
六
〇
）
。
と
述
懐
す
る
。
こ
の
条
は
、
小
異
を
伴
う
け
れ
ど
、
八
坂
系
本
（
三
五
九
）
・
南
都
本
（
七
五
三
ー
五
四
）
•
長
門
本
(
1
7
—
二
九
）
•
四
部
合
戦
状
本
(
1
0
六
ー
0
七
）
は
、
覚
一
本
(
G
2
3
)
と
対
応
す
る
箇
所
に
出
て
い
る
。
こ
の
程
度
の
分
量
だ
か
ら
、
有
無
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
、
流
動
志
向
本
文
の
ば
あ
い
、
採
り
あ
げ
る
ほ
ど
の
根
拠
に
な
り
か
ね
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
奇
妙
な
こ
と
に
、
延
慶
本
で
は
、
八
日
、
在
々
所
々
ノ
武
士
ノ
狼
藉
ヲ
可
止
之
由
…
…
定
長
同
ク
頭
弁
二
仰
」
に
並
べ
て
、
と
G
「
重
衡
の
東
国
く
だ
り
」
で
、
池
田
の
宿
H
の
あ
と
「
去
十
サ
テ
モ
中
将
ハ
御
子
ノ
一
人
モ
オ
ハ
セ
ヌ
事
ヲ
歎
給
シ
カ
バ
、
二
位
殿
モ
無
本
意
事
二
思
ヒ
、
北
方
、
大
納
言
佐
殿
モ
不
斜
歎
給
ケ
リ
。
神
明
仏
陀
ニ
モ
祈
請
シ
給
ヒ
キ
。
「
賢
ク
ゾ
、
御
子
ノ
無
リ
ケ
ル
。
有
セ
バ
何
二
心
苦
カ
ラ
マ
シ
」
卜
、
責
ノ
事
ニ
ハ
被
思
ケ
リ
（
延
慶
．
三
二
0
)
。
と
あ
る
。
そ
の
あ
と
は
、
す
ぐ
維
盛
の
高
野
参
詣
と
な
り
、
筋
が
ま
っ
た
く
続
か
な
い
。
な
ぜ
こ
の
所
に
こ
の
詞
句
が
在
る
の
か
、
理
解
に
く
る
し
む
。
伝
誦
の
う
ち
、
こ
の
詞
句
が
享
受
者
の
間
で
著
明
に
な
っ
て
お
り
、
り
あ
え
ず
こ
の
所
に
切
り
入
れ
た
の
だ
ろ
う
ー
な
ど
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
出
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
屋
代
本
や
、
源
平
闘
評
録
本
と
同
様
、
延
慶
本
の
底
本
に
も
こ
の
詞
句
が
無
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
ー
と
説
明
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
う
し
て
推
理
に
推
理
を
重
ね
る
、
た
な
い
こ
と
は
、
考
証
理
論
の
教
え
る
と
こ
ろ
だ
け
れ
ど
、
で
は
、
な
ぜ
覚
一
本
ほ
か
の
諸
本
と
対
応
す
る
箇
所
に
い
わ
ゆ
る
a
n
inference u
p
o
n
 a
n
 inference
が
有
効
性
を
も
そ
れ
よ
り
重
要
な
の
は
、
こ
の
よ
う
な
推
理
を
か
り
に
有
効
だ
と
認
め
た
ば
あ
い
、
語
り
物
系
と
読
み
物
系
の
区
別
が
無
意
味
化
す
る
点
だ
と
い
え
る
（
右
の
奇
妙
な
位
置
変
動
が
両
系
列
と
関
係
な
く
現
わ
れ
る
た
め
）
。
こ
う
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し
た
恣
意
的
な
位
置
関
係
を
捨
象
し
て
、
系
譜
が
成
り
立
ち
え
よ
う
か
。
流
動
志
向
本
文
の
ば
あ
い
、
語
句
を
単
位
と
す
る
校
異
表
が
と
う
て
い
作
れ
な
い
の
で
、
系
統
を
立
て
る
た
め
に
は
、
大
段
も
し
く
は
小
段
を
単
位
と
す
る
対
照
が
基
本
に
な
る
。
こ
の
方
法
で
シ
ュ
ミ
レ
イ
シ
ョ
ン
を
試
み
た
と
こ
ろ
、
位
置
関
係
の
恣
意
的
な
混
態
に
よ
っ
て
、
系
統
化
は
不
可
能
と
い
う
結
果
が
出
た
わ
け
で
あ
る
。
も
し
、
位
置
関
係
を
ひ
と
ま
ず
棚
に
上
げ
、
大
段
や
小
段
の
内
容
事
実
だ
け
に
着
目
し
て
、
そ
れ
ら
の
異
同
や
有
無
に
基
づ
き
系
統
化
す
る
こ
と
が
有
効
性
を
も
つ
な
ら
ば
（
従
来
は
こ
の
方
法
が
採
ら
れ
て
い
た
）
、
か
な
ら
ず
し
も
位
置
関
係
を
固
執
す
る
に
は
及
ば
な
い
。
し
か
し
、
前
述
の
ご
と
く
、
作
編
者
た
ち
が
異
種
の
大
段
・
小
段
を
わ
が
依
拠
す
る
主
本
と
対
応
し
な
い
箇
所
に
採
り
こ
ん
だ
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
他
本
と
の
混
成
を
意
味
す
る
も
の
で
、
そ
の
他
本
が
む
し
ろ
主
本
と
別
系
統
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
主
本
の
大
段
・
小
段
を
他
本
の
位
置
に
従
っ
て
変
え
た
の
な
ら
、
主
本
自
身
の
構
成
秩
序
を
放
棄
し
た
わ
け
で
、
や
は
り
同
系
統
だ
と
す
る
根
拠
を
失
う
。
系
統
と
は
、
共
有
さ
れ
る
内
在
秩
序
の
線
条
的
な
認
識
結
果
で
あ
る
。
し
か
し
『
平
家
』
の
ば
あ
い
、
作
編
者
は
「
秩
序
の
再
編
成
が
作
品
の
出
来
を
良
く
す
る
」
と
い
う
意
味
で
位
置
関
係
を
変
え
て
お
り
、
系
統
化
の
可
能
性
は
、
十
二
一
般
的
に
、
末
期
へ
近
づ
く
ほ
ど
だ
ん
だ
ん
定
着
性
が
加
わ
っ
て
ゆ
く
。
定
着
意
識
が
『
平
家
』
本
文
に
入
り
こ
ん
だ
の
は
、
時
期
不
明
な
が
ら
、
十
二
巻
本
の
形
成
と
相
伴
っ
て
い
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
十
二
巻
組
織
を
大
枠
と
し
て
も
つ
こ
と
に
よ
り
、
本
文
の
定
着
化
が
流
布
本
『
平
家
』
の
方
向
へ
進
み
、
そ
れ
と
併
行
し
て
、
独
自
的
な
改
変
・
増
補
を
伴
う
十
二
巻
本
以
外
の
テ
ク
ス
ト
、
延
慶
本
・
長
門
本
・
源
平
闘
諄
録
本
な
ど
も
形
成
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、
系
統
づ
け
は
、
あ
る
程
度
ま
で
定
着
志
向
を
も
つ
十
二
巻
本
の
ば
あ
い
、
あ
る
程
度
ま
で
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
外
（
お
よ
び
そ
れ
以
前
）
の
テ
ク
ス
ト
に
対
す
る
有
効
な
手
段
が
な
い
。
こ
う
し
た
基
礎
条
件
の
違
い
を
無
視
し
、
本
文
流
動
の
全
過
程
を
一
律
に
系
統
化
し
よ
う
と
試
み
、
し
か
も
系
譜
法
ま
が
い
の
観
点
ま
で
持
ち
こ
ん
だ
の
が
、
従
来
の
『
平
家
』
本
文
研
究
で
は
な
か
っ
た
か
。
わ
た
く
し
は
『
平
家
』
本
文
の
展
開
を
当
道
系
と
非
当
道
系
と
に
分
け
て
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。
増
補
系
と
か
読
み
物
系
と
か
い
う
名
流
動
志
向
本
文
は
、
巻
本
ど
う
し
を
除
き
、
期
待
で
き
な
い
。
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称
の
不
合
理
さ
を
解
消
す
る
点
で
は
、
い
。
よ
っ
て
、
こ
れ
を
修
正
し
、
①
十
二
巻
本
以
前
・
②
十
二
巻
本
・
③
十
二
巻
本
以
外
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
イ
に
基
づ
い
て
考
え
直
し
た
い
。
こ
の
分
け
か
た
に
よ
る
と
、
い
ち
ば
ん
顕
著
な
修
正
と
し
て
、
四
部
合
戦
状
本
の
所
属
が
変
わ
っ
て
く
る
。
前
説
で
は
、
四
部
合
戦
状
本
を
、
(8) 
原
態
本
か
ら
当
道
系
本
・
非
当
道
系
本
に
な
っ
て
ゆ
く
中
間
の
過
渡
本
と
し
て
位
置
づ
け
た
が
、
新
し
い
立
場
で
は
、
当
然
、
十
二
巻
本
に
属
す
る
わ
け
で
あ
る
（
南
都
本
も
）
。
も
っ
と
も
、
現
存
の
四
部
合
戦
状
本
は
十
二
巻
本
成
立
後
の
テ
ク
ス
ト
と
認
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
け
れ
ど
、
後
述
す
る
政
事
誌
ふ
う
な
叙
述
の
濃
密
さ
は
他
本
に
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
性
質
は
現
存
四
部
合
戦
状
本
に
先
行
す
る
同
類
テ
ク
ス
ト
（
か
り
に
原
四
部
本
と
略
称
）
か
ら
継
承
し
た
と
考
え
て
よ
い
。
ま
た
、
現
存
の
延
慶
本
に
お
け
る
多
量
増
補
は
、
書
写
識
語
の
(10) 
延
慶
ニ
ー
三
年
(
-
三
0
九
ー
一
0
)
ご
ろ
を
あ
ま
り
遡
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
の
唱
導
性
は
現
存
諸
本
の
ど
れ
よ
り
も
濃
く
、
や
は
り
先
行
の
同
類
テ
ク
ス
ト
（
原
延
慶
本
と
よ
ぶ
）
を
承
け
て
い
よ
う
。
さ
ら
に
、
源
平
闘
評
録
本
は
、
そ
れ
自
身
を
初
期
本
文
と
は
認
め
に
く
い
と
し
て
も
、
基
づ
く
と
こ
ろ
（
原
闘
諄
本
と
称
し
て
お
く
）
は
、
東
国
独
自
の
伝
承
を
採
り
こ
ん
だ
古
テ
ク
ス
ト
だ
っ
た
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
と
現
存
諸
本
と
の
関
係
を
略
示
す
れ
ば
、
屋
代
本
・
八
坂
系
本
原
四
部
本
②
十
二
巻
本
南
都
本
原
態
本
…
…
①
十
二
巻
本
以
前
一
原
延
慶
本
―
…
…
[
／
四
部
合
戦
状
本
・
覚
一
本
・
一
方
系
本
原
闘
諄
本
③
十
二
巻
本
以
外
長
門
本
・
延
慶
本
：
源
平
闘
評
録
本
の
ご
と
く
な
る
（
「
…
…
」
は
継
承
性
の
不
明
を
示
す
）
。
こ
れ
は
系
統
づ
け
で
は
な
い
。
他
本
か
ら
章
段
・
大
段
な
ど
を
恣
意
的
に
取
り
こ
み
、
あ
る
い
は
削
除
す
る
流
動
志
向
本
文
の
ば
あ
い
、
系
統
の
共
通
性
を
立
証
す
る
根
拠
が
、
十
二
巻
本
の
内
部
を
除
け
ば
、
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
な
お
有
効
性
を
も
つ
だ
ろ
う
が
、
本
文
を
流
動
と
定
着
の
両
面
か
ら
跡
づ
け
る
に
は
役
立
た
な
で
き
る
の
は
、
形
態
面
の
規
準
か
ら
本
文
の
展
開
に
分
類
的
な
整
序
を
試
み
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
基
本
線
さ
え
確
立
さ
れ
て
お
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う
な
手
懸
り
に
恵
ま
れ
て
い
る
ら
し
い
。
原
態
本
と
政
事
誌
性
代
表
的
な
テ
ク
ス
ト
の
構
成
分
析
か
ら
い
っ
て
も
、
伝
本
形
成
の
過
程
か
ら
い
っ
て
も
、
語
り
物
系
と
読
み
物
系
と
を
系
統
論
ふ
う
な
立
場
で
主
張
す
る
通
説
の
欠
陥
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
系
統
論
の
立
場
は
、
原
本
(Original)
な
い
し
原
型
(
A
r
c
h
e
t
y
p
u
s
)
を
と
ら
え
、
そ
れ
と
現
存
諸
本
と
の
親
族
関
係
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
十
九
世
紀
の
文
献
学
に
郷
愁
を
感
ず
る
向
き
は
、
原
本
・
原
型
・
系
統
な
ど
の
概
念
に
支
え
ら
れ
な
い
本
文
批
判
な
ど
、
不
信
も
し
く
は
不
安
の
対
象
で
し
か
あ
る
ま
い
。
し
か
し
、
原
本
や
原
型
を
と
ら
え
う
る
の
は
例
外
的
な
ば
あ
い
に
限
ら
れ
、
本
文
系
譜
も
正
確
に
は
立
た
な
い
の
が
通
常
だ
l
と
い
う
の
は
厳
然
た
る
事
実
で
あ
り
、
こ
の
現
実
を
無
視
し
た
本
文
批
判
は
観
念
の
遊
戯
に
な
り
か
ね
な
い
。
欧
米
の
本
文
批
判
論
で
は
、
原
本
な
い
し
原
型
が
不
明
な
ら
、
現
存
す
る
複
数
の
（
時
と
し
て
は
単
数
の
）
代
表
的
な
テ
ク
ス
ト
、
す
な
わ
ち
族
本
(
v
e
r
s
i
o
n
)
を
対
象
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
理
的
な
校
定
(
e
d
i
t
i
n
g
)
を
加
え
る
ー
~
(13) 
と
い
う
立
場
が
主
流
で
あ
る
。
こ
れ
は
定
着
志
向
本
文
に
つ
い
て
の
論
だ
け
れ
ど
、
原
理
と
し
て
は
流
動
志
向
本
文
の
ば
あ
い
も
適
用
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
い
く
ら
現
実
重
視
と
は
い
え
、
源
泉
に
つ
い
て
の
情
報
皆
無
な
テ
ク
ス
ト
を
校
定
す
る
こ
と
は
、
頼
り
な
さ
を
感
じ
さ
せ
ず
に
は
い
ま
い
。
そ
こ
で
、
原
態
本
が
ど
の
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
だ
っ
た
か
を
推
定
で
き
る
な
ら
、
校
定
を
な
る
べ
く
原
態
的
な
方
向
へ
近
づ
け
る
扱
い
も
期
待
さ
れ
る
。
前
述
の
ご
と
く
、
原
態
の
う
ち
、
量
的
な
面
は
、
ど
の
現
存
テ
ク
ス
ト
よ
り
も
小
さ
か
っ
た
ろ
う
と
し
か
い
え
ず
、
ま
た
位
置
的
な
面
に
つ
い
て
は
、
と
う
て
い
推
定
が
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
質
的
な
面
だ
け
は
、
か
な
り
具
体
的
な
推
定
が
成
立
し
そ
そ
の
ひ
と
つ
は
、
多
く
の
現
存
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
巻
頭
が
年
月
日
を
示
し
た
政
事
誌
ふ
う
な
叙
述
で
始
ま
る
こ
と
で
あ
る
。
巻
の
分
け
か
た
は
本
ご
と
に
異
同
が
あ
り
、
記
事
内
容
は
か
な
ら
ず
し
も
対
応
し
て
い
な
い
け
れ
ど
、
巻
頭
を
上
記
の
形
式
で
始
め
る
点
は
だ
い
た
(12) 
れ
ば
、
形
態
面
以
外
の
規
準
も
参
加
す
る
場
が
生
ま
れ
よ
う
。
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佐
々
木
説
は
至
当
だ
と
考
え
る
。
も
っ
と
も
、
政
事
的
な
題
材
お
よ
び
日
次
記
め
い
た
叙
述
様
式
が
『
平
家
物
語
』
生
成
の
い
か
な
る
段
階
か
ら
存
在
す
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
佐
々
木
説
は
か
な
ら
ず
し
も
明
確
な
見
解
を
示
し
て
い
な
い
け
れ
ど
、
わ
た
く
し
は
、
原
態
本
（
そ
の
意
味
に
つ
い
て
は
後
に
再
説
す
る
）
の
段
階
で
政
事
的
な
題
材
お
よ
び
日
次
記
め
い
た
叙
述
様
式
が
存
在
し
た
は
ず
だ
と
推
定
し
こ
>
O
t
し
ふ
つ
う
『
平
家
』
は
軍
記
物
語
な
い
し
戦
記
物
語
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
。
だ
が
、
た
を
し
た
も
の
と
認
め
て
よ
い
。
事
誌
こ
そ
、
こ
の
作
品
を
構
成
す
る
重
要
な
成
分
の
ひ
と
つ
だ
」
と
い
う
意
識
の
強
か
っ
た
現
わ
れ
な
の
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
巻
頭
の
書
き
起
こ
し
方
式
だ
け
か
ら
、
こ
う
し
た
論
が
成
り
立
つ
わ
け
で
は
な
い
。
佐
々
木
八
郎
が
、
『
平
家
』
が
編
年
体
の
組
織
を
も
っ
て
ゐ
る
こ
と
も
、
ま
た
殆
ど
純
然
た
る
記
録
に
近
い
や
う
な
記
事
が
交
っ
て
ゐ
る
こ
と
も
、
響
に
在
っ
た
と
思
は
れ
る
。
(15) 
と
早
く
か
ら
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、
年
月
日
を
明
記
し
た
政
事
関
係
の
叙
述
が
、
じ
つ
は
『
平
家
』
わ
り
な
く
、
相
対
的
に
大
き
い
部
分
を
し
め
る
。
巻
頭
の
書
き
起
こ
し
方
式
は
、
こ
れ
は
、
す
べ
て
の
『
平
家
物
語
』
伝
本
が
、
い
共
通
す
る
。
巻
一
は
諸
本
い
ず
れ
も
「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
…
…
」
で
始
ま
る
か
ら
別
と
し
て
、
ほ
か
は
、
く
じ
ゃ
う
ち
ゃ
う
じ
治
承
元
年
五
月
五
日
、
天
台
座
主
明
雲
大
僧
正
、
公
請
を
停
止
せ
ら
る
＞
う
へ
、
蔵
人
を
御
使
に
て
、
如
意
輪
の
御
本
尊
を
め
し
返
い
て
、
護
持
僧
を
改
易
せ
ら
る
（
覚
一
〈
巻
二
〉
・
一
四
一
）
。
の
よ
う
な
方
式
が
原
則
に
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
原
則
の
守
ら
れ
ぐ
あ
い
は
、
テ
ク
ス
ト
に
よ
り
忠
実
度
の
差
が
あ
る
。
長
門
本
は
こ
の
原
則
を
あ
ま
り
よ
く
守
ら
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
巻
頭
を
年
月
で
書
き
起
こ
さ
な
い
の
は
全
二
十
巻
の
う
ち
八
巻
だ
か
ら
、
長
門
本
ぜ
ん
た
い
と
し
て
は
右
記
の
よ
う
な
方
式
が
志
向
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
い
ち
じ
る
し
い
改
修
・
改
編
を
か
さ
ね
な
が
ら
も
、
作
編
者
た
ち
に
「
日
次
記
め
い
た
政
ま
た
そ
の
叙
述
の
中
に
は
記
録
が
物
語
化
し
た
趣
の
も
の
の
あ
る
こ
と
も
、
或
は
そ
の
因
る
所
は
作
者
が
そ
の
原
拠
と
し
た
日
記
や
記
録
の
影
の
な
か
で
も
、
伝
本
の
い
か
ん
と
関
そ
う
し
た
政
事
的
な
題
材
へ
の
関
心
が
、
別
な
現
わ
れ
か
そ
の
軍
記
と
か
戦
記
と
か
は
、
も
し
戦
闘
行
動
の
-11-
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
と
考
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
作
品
の
現
実
に
合
わ
な
い
。
作
中
の
戦
闘
行
動
は
、
政
治
力
学
の
冷
厳
な
支
配
に
従
順
で
あ
り
え
な
い
平
氏
一
族
が
、
せ
め
て
も
の
抵
抗
と
し
て
試
み
た
、
鴎
外
流
に
い
え
ば
「
意
地
」
の
表
出
と
し
て
描
か
れ
る
。
阿
部
一
族
の
全
滅
が
、
殉
死
に
関
す
る
武
家
の
政
道
を
要
因
と
す
る
ご
と
く
、
平
氏
の
衰
亡
も
政
治
と
の
関
わ
り
あ
い
、
具
体
的
に
は
朝
廷
の
政
策
へ
ど
う
対
応
し
た
か
を
背
景
と
す
る
。
そ
の
背
景
を
描
く
の
に
、
原
態
『
平
家
』
寿
永
三
年
二
月
十
四
日
付
け
の
院
宣
が
屋
島
の
宗
盛
に
届
い
た
。
添
え
ら
れ
た
重
衡
の
私
信
に
、
母
の
二
位
尼
は
悲
歎
し
、
な
ん
と
か
助
け
て
や
り
た
い
と
訴
え
る
が
、
知
盛
の
意
見
で
拒
否
と
決
し
、
対
院
宣
の
返
書
を
京
へ
送
る
。
院
宣
も
返
書
も
共
に
全
文
が
記
載
さ
れ
て
い
る
(
E
I
I
覚
一
・
ニ
四
八
ー
五
三
）
。
と
こ
ろ
が
、
四
部
合
戦
状
本
で
は
、
院
宣
の
文
面
を
記
載
し
た
あ
と
、
十
八
日
、
在
々
所
々
可
留
武
士
狼
藉
之
由
、
可
被
院
宣
之
旨
、
蔵
人
左
衛
門
権
佐
定
長
承
院
宣
、
仰
頭
右
中
弁
光
雅
朝
臣
。
(16) 
同
二
十
二
日
、
諸
国
可
留
兵
乱
米
之
由
、
又
左
衛
門
権
佐
定
長
仰
頭
右
中
弁
光
雅
朝
臣
（
四
部
・
九
八
ー
九
九
）
。
と
あ
り
、
同
二
十
七
日
、
使
者
の
前
左
衛
門
尉
重
国
が
屋
島
か
ら
帰
京
し
、
宗
盛
の
返
書
を
届
け
た
件
だ
け
述
べ
る
。
そ
し
て
、
覚
一
本
そ
の
他
に
見
ら
れ
る
二
位
尼
の
愁
訴
と
か
宗
盛
た
ち
の
議
論
と
か
は
、
を
、
心
情
お
よ
び
理
路
の
衝
突
と
し
て
描
く
覚
一
本
な
ど
の
ほ
う
が
、
筋
の
展
開
に
お
い
て
も
、
情
景
の
描
写
に
お
い
て
も
、
物
語
ふ
う
な
興
味
の
豊
か
さ
は
四
部
合
戦
状
本
を
ず
っ
と
上
廻
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
も
し
物
語
様
式
に
拘
泥
せ
ず
、
に
慣
れ
た
眼
で
見
る
な
ら
ば
、
四
部
合
戦
状
本
の
構
成
は
、
す
の
が
有
効
だ
と
考
え
た
に
ち
が
い
な
い
。
の
作
主
（
た
ち
）
は
、
公
家
の
日
次
記
と
か
政
庁
の
公
文
書
な
ど
を
持
ち
出
ま
っ
た
く
出
て
こ
な
い
。
院
宣
の
送
達
か
ら
そ
の
拒
否
に
い
た
る
経
過
た
と
え
ば
『
史
記
』
の
文
章
む
し
ろ
覚
一
本
な
ど
よ
り
も
迫
力
を
も
つ
。
い
つ
わ
二
月
十
八
日
・
ニ
十
二
日
の
記
事
は
、
平
氏
の
党
類
が
、
院
宣
と
詐
り
、
兵
根
と
称
し
て
、
五
畿
内
・
七
道
の
土
地
管
理
者
か
ら
収
奪
を
続
け
て
い
た
け
れ
ど
も
、
近
い
う
ち
に
源
頼
朝
の
軍
が
平
氏
を
撃
滅
す
る
は
ず
な
の
で
、
武
士
た
ち
の
強
請
を
停
止
さ
せ
よ
ー
ー
し
と
い
う
内
容
の
宣
旨
が
出
た
こ
と
を
述
べ
る
だ
け
の
公
務
記
録
で
し
か
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
享
受
者
す
べ
て
が
平
氏
の
敗
亡
と
い
う
歴
史
的
事
実
を
知
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
こ
の
時
点
で
平
氏
の
非
勢
が
す
で
に
明
ら
か
だ
っ
た
こ
と
を
効
果
的
に
印
象
づ
け
る
。
神
器
を
返
還
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本
に
存
在
し
え
た
か
ど
う
か
は
、
む
し
ろ
否
定
的
な
推
測
へ
と
傾
く
。
せ
よ
と
い
う
院
宣
に
対
し
、
宗
盛
は
強
硬
に
拒
否
す
る
（
院
宣
も
返
書
も
文
面
は
仮
構
の
作
だ
が
）
。
宗
盛
の
反
論
が
強
気
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
の
直
前
に
出
て
い
る
十
八
日
・
ニ
十
二
日
の
記
事
は
、
強
気
の
虚
し
さ
を
痛
感
さ
せ
る
。
し
か
し
、
両
日
の
件
を
、
南
都
異
本
・
長
門
本
(17) 
は
重
衡
受
戒
と
院
宣
送
達
の
間
(
E
1
5
↓
F
1
6
.
E
1
6
↓
F
1
7
)
、
延
慶
本
は
千
手
摂
待
(H28)
の
後
に
出
し
て
い
る
。
四
部
合
戦
状
本
の
ご
と
く
、
院
宣
を
受
諾
す
る
か
拒
否
す
る
か
と
い
う
瀬
戸
際
に
在
っ
て
こ
そ
、
地
方
で
平
氏
の
勢
力
が
駆
逐
さ
れ
て
ゆ
く
状
況
は
、
背
景
と
し
て
強
い
印
象
を
与
え
る
け
れ
ど
も
、
重
衡
や
維
盛
の
個
人
的
な
行
動
に
対
し
て
は
効
果
が
乏
し
い
。
す
な
わ
ち
、
文
藝
的
な
興
味
に
欠
け
る
政
事
誌
ふ
う
の
叙
述
で
も
、
四
部
合
戦
状
本
に
見
る
類
の
使
い
か
た
な
ら
、
生
き
い
き
し
て
く
る
。
原
態
本
に
在
っ
た
は
ず
の
政
事
誌
ふ
う
な
も
っ
と
も
、
現
存
の
『
平
家
物
語
』
諸
本
に
見
ら
れ
る
政
事
誌
ふ
う
な
叙
述
が
、
す
べ
て
原
態
本
か
ら
出
た
も
の
で
、
そ
れ
ら
の
記
事
を
欠
く
本
は
、
興
趣
に
乏
し
い
た
め
削
除
し
た
の
だ
ろ
う
|
_
＇
と
い
う
こ
と
に
は
な
り
か
ね
る
。
南
都
異
本
は
、
宗
盛
た
ち
が
院
宣
拒
否
の
返
書
を
京
へ
送
っ
た
条
(
E
1
8
)
の
後
、
重
衡
を
義
経
の
宿
所
へ
移
し
た
条
(
E
1
8
)
の
後
、
重
衡
を
義
経
の
宿
所
へ
移
し
た
条
(G20)
の
前
に
、
政
府
か
ら
頼
朝
あ
て
送
達
し
た
「
平
家
所
知
事
」
と
題
す
る
公
文
書
を
載
せ
る
（
南
異
・
1
0
七
九
ー
八
一
）
。
こ
れ
は
、
平
氏
が
数
百
箇
所
の
領
地
か
ら
収
入
を
得
て
い
た
け
れ
ど
も
、
証
拠
文
書
の
紛
失
な
ど
で
領
有
権
の
不
確
か
に
な
っ
た
も
の
が
多
い
か
ら
。
東
国
の
所
属
不
定
地
と
も
ど
も
頼
朝
の
処
置
に
任
せ
る
＇
—
|
と
い
う
要
旨
の
も
の
で
、
長
門
本
も
南
都
異
本
と
対
応
す
る
箇
所
に
見
え
て
い
る(
G
2
0．
二
六
ー
ニ
七
）
。
宗
盛
た
ち
の
強
硬
な
拒
否
が
、
も
つ
。
そ
れ
に
し
て
も
、
じ
つ
は
虚
し
い
抵
抗
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
印
象
づ
け
る
点
で
は
、
日
付
け
宣
旨
と
同
様
な
効
果
を
示
す
。
延
慶
本
で
は
、
こ
の
「
平
家
所
知
事
」
が
重
衡
を
義
経
の
宿
所
へ
移
し
た
条
(G20)
の
後
、
重
衡
が
東
国
へ
護
送
さ
れ
る
条
(
G
2
2
)
の
前
に
出
て
い
る
（
延
慶
・
三
一
0
|
―
二
）
。
こ
れ
は
、
院
宣
の
拒
否
と
い
う
公
的
な
行
動
を
直
接
受
け
る
の
で
は
な
く
、
重
衡
個
人
の
悲
境
に
対
す
る
背
景
を
な
す
の
で
、
長
門
本
や
南
都
異
本
ほ
ど
効
果
的
で
は
な
い
が
、
あ
る
程
度
の
は
た
ら
き
を
そ
の
分
量
は
問
題
で
あ
ろ
う
。
翻
印
の
延
慶
本
（
注
2
参
照
）
で
二
十
四
行
に
も
わ
た
る
長
文
が
、
叙
述
は
、
こ
う
し
た
意
味
あ
い
だ
っ
た
ろ
う
。
さ
き
の
二
月
十
八
日
・
ニ
十
二
は
た
し
て
原
態
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四
十
二
巻
本
の
お
そ
ら
く
半
分
て
い
ど
（
ま
た
は
そ
れ
以
下
）
だ
っ
た
ろ
う
原
態
本
の
な
か
に
「
平
家
所
知
事
」
が
存
在
し
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
不
均
衡
の
至
り
と
考
え
ら
れ
る
。
十
二
巻
本
で
さ
え
大
多
数
の
テ
ク
ス
ト
が
「
平
家
所
知
事
」
を
欠
く
事
実
は
、
作
編
者
た
ち
が
量
的
な
不
均
衡
を
感
じ
た
の
も
、
ひ
と
つ
の
理
由
だ
っ
た
ろ
う
。
こ
れ
ら
公
文
書
の
類
だ
け
で
な
く
、
十
二
巻
本
に
出
て
い
る
政
事
誌
ふ
う
な
記
述
も
、
す
べ
て
が
原
態
本
か
ら
採
っ
た
も
の
だ
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
れ
ら
の
少
な
か
ら
ぬ
部
分
は
、
十
二
巻
本
の
形
成
過
程
に
お
け
る
増
補
と
推
定
で
き
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
重
要
な
の
は
、
そ
う
し
た
増
補
の
お
こ
な
わ
れ
え
た
根
拠
で
あ
る
。
原
態
本
で
政
事
誌
ふ
う
な
叙
述
が
お
そ
ら
く
量
的
に
も
質
的
に
も
顕
著
な
存
在
だ
っ
た
か
ら
、
後
出
諸
本
の
作
編
者
た
ち
が
そ
れ
と
同
質
な
記
事
を
増
補
で
き
た
の
で
あ
り
、
も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
物
語
的
な
興
趣
を
い
ち
じ
る
し
く
減
殺
す
る
「
平
家
所
知
事
」
の
類
が
あ
え
て
採
り
こ
ま
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
こ
の
推
定
は
、
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
政
事
誌
ふ
う
な
叙
述
が
、
原
拠
と
な
っ
た
公
家
の
日
次
記
を
忠
実
に
写
す
だ
け
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
ま
で
含
意
す
る
わ
け
で
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
公
家
の
日
次
記
と
の
一
致
度
が
高
い
も
の
ほ
ど
古
態
を
多
く
も
つ
と
い
う
類
の
論
理
に
は
、
む
し
ろ
反
対
し
た
い
。
公
家
の
日
次
記
な
ど
に
現
わ
れ
る
事
実
は
あ
く
ま
で
も
材
料
と
し
て
使
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
重
要
な
の
は
日
次
記
め
(18) 
い
た
述
べ
か
た
か
ら
生
れ
る
史
実
ら
し
さ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
さ
き
に
「
政
事
的
な
題
材
お
よ
び
日
次
記
め
い
た
叙
述
様
式
」
を
原
態
本
に
想
定
し
た
の
は
そ
の
意
味
で
あ
る
。
唱
導
性
と
本
文
の
揺
れ
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
あ
た
か
も
『
平
家
物
語
』
は
政
事
誌
ふ
う
な
題
材
が
本
来
の
も
の
で
、
唱
導
的
な
成
分
は
後
か
ら
参
加
し
た
と
主
張
し
て
い
る
か
の
ご
と
く
取
ら
れ
か
ね
ま
い
。
逆
に
、
唱
導
性
の
先
行
を
認
め
る
立
場
も
有
り
う
る
け
れ
ど
、
両
者
の
正
し
さ
を
立
証
す
る
資
料
・
手
段
、
う
か
ぎ
り
、
と
も
に
無
い
。
で
は
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
問
題
か
ら
手
を
引
く
べ
き
だ
ろ
う
か
。
十
九
世
紀
ふ
う
の
実
証
主
義
に
従
そ
う
す
る
の
が
正
し
い
。
し
か
し
、
客
観
的
な
事
実
が
わ
れ
わ
れ
と
関
わ
り
な
く
既
に
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
事
実
を
確
か
な
証
拠
と
適
切
な
推
理
と
か
ら
把
握
す
る
の
が
実
証
だ
ー
|
—
と
い
う
立
場
を
し
ば
ら
く
括
弧
に
入
れ
、
わ
れ
わ
れ
と
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
は
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質
が
『
平
家
』
の
挿
話
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。
じ
め
て
事
実
が
事
実
で
あ
り
う
る
1
と
い
う
二
十
世
紀
の
考
証
理
論
を
採
り
あ
げ
る
な
ら
、
ど
う
考
え
ら
れ
る
か
。
ま
ず
『
平
家
物
語
』
と
は
な
に
か
ー
が
問
題
に
な
る
。
わ
か
り
き
っ
た
事
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
冒
頭
を
「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
…
…
」
と
語
り
起
こ
し
、
朝
廷
お
よ
び
源
氏
と
絡
み
あ
う
平
氏
の
興
亡
を
多
く
の
挿
話
ま
じ
り
に
述
べ
、
六
代
が
切
ら
れ
て
平
氏
の
正
嫡
が
絶
え
る
ま
で
（
ま
た
は
女
院
の
御
往
生
ま
で
）
を
ま
と
め
た
の
が
『
平
家
物
語
』
だ
l
と
は
、
た
く
し
も
異
議
は
な
い
。
だ
が
、
た
ぶ
ん
確
立
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
現
代
の
共
通
認
識
で
あ
り
、
わ
そ
の
共
通
認
識
を
確
立
さ
せ
た
の
は
、
数
世
紀
に
わ
た
る
享
受
者
の
参
加
が
有
っ
た
結
果
で
、
制
作
者
の
誰
で
も
『
平
家
』
と
い
え
ば
ま
ず
頭
に
浮
か
ぶ
の
が
「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
…
…
」
で
あ
っ
て
、
こ
の
語
り
起
こ
し
を
欠
く
『
平
家
』
は
(19) 
考
え
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
語
り
起
こ
し
は
、
明
ら
か
に
唱
導
の
文
体
で
あ
っ
て
、
い
ま
『
平
家
』
だ
と
認
知
さ
れ
て
い
る
作
品
の
成
立
に
唱
導
者
（
説
経
師
）
が
参
加
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
語
り
起
こ
し
の
文
体
だ
け
で
右
の
ご
と
く
断
定
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
が
、
他
に
も
唱
導
特
有
の
文
体
を
も
つ
部
分
が
出
て
く
る
し
、
あ
る
宗
派
の
教
義
や
寺
社
の
本
縁
な
ど
も
し
ば
し
ば
語
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
も
し
『
平
家
』
が
平
氏
の
興
亡
を
述
べ
る
た
め
の
作
品
だ
と
す
れ
ば
、
よ
け
い
な
剰
説
で
し
か
な
い
。
そ
れ
が
平
然
と
繰
り
返
さ
れ
る
の
は
、
唱
導
者
の
関
与
を
考
え
る
よ
り
ほ
か
に
、
説
明
が
つ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
『
平
家
』
が
多
く
の
挿
話
、
た
と
え
ば
「
祇
王
」
「
小
督
」
「
横
笛
」
の
類
を
も
つ
こ
と
も
、
や
は
り
唱
導
か
ら
来
た
も
の
に
ち
が
い
な
い
。
説
経
で
は
、
講
理
の
助
け
と
し
て
、
仏
や
菩
薩
の
前
世
諏
と
か
世
間
の
俗
事
談
と
か
を
介
在
さ
せ
る
の
が
常
用
手
段
で
あ
り
、
因
縁
響
喩
（
略
し
て
「
縁
喩
」
）
と
よ
ば
れ
た
。
こ
れ
ら
の
縁
喩
は
、
補
助
的
な
役
目
の
も
の
だ
か
ら
、
有
っ
て
も
無
く
て
も
よ
く
、
こ
の
よ
う
な
可
変
性
の
許
容
は
『
平
家
』
の
本
文
に
大
き
い
特
色
を
与
え
た
。
も
う
ひ
と
つ
の
特
色
た
る
政
事
誌
ふ
う
な
叙
述
は
、
拠
り
所
に
し
た
公
家
の
日
次
記
と
違
わ
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
。
と
こ
ろ
が
、
唱
導
ふ
う
な
表
現
意
識
の
入
り
こ
ん
だ
結
果
か
、
現
実
に
起
こ
っ
よ
し
ひ
さ
た
事
件
を
素
材
と
し
な
が
ら
も
、
諸
本
ま
ち
ま
ち
の
語
り
か
た
に
な
っ
て
い
る
例
が
少
な
く
な
い
。
犬
井
善
寿
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
「
殿
側
だ
け
か
ら
は
決
ま
る
わ
け
が
な
か
ろ
う
。
か
な
り
変
化
な
い
し
伸
縮
を
加
え
て
も
よ
い
。
こ
う
し
た
縁
喩
の
性
-15-
す
ぐ
傍
で
あ
っ
て
、
両
所
は
そ
う
と
う
隔
た
っ
て
い
る
。
(20) 
下
乗
合
」
が
、
代
表
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
嘉
応
二
年
十
月
十
六
日
、
鷹
狩
り
の
帰
途
、
平
資
盛
は
、
摂
政
藤
原
基
房
の
行
列
と
行
き
逢
い
、
礼
を
失
し
た
の
で
、
懲
ら
し
め
ら
れ
る
。
こ
れ
を
聞
い
た
祖
父
の
清
盛
は
怒
り
、
同
月
二
十
一
日
、
武
士
た
ち
に
命
じ
参
内
途
中
の
基
房
一
行
を
襲
わ
せ
、
基
房
や
従
者
た
ち
は
、
さ
ん
ざ
ん
な
目
に
あ
う
（
覚
一
・
―
―
六
ー
ニ
0
)
。
史
料
に
よ
る
と
、
資
盛
が
懲
ら
し
め
ら
れ
た
の
は
七
月
三
日
で
あ
り
、
報
復
を
命
じ
た
の
は
重
盛
で
あ
っ
た
。
七
月
の
こ
と
を
十
月
に
し
た
の
は
、
報
復
ま
で
の
間
を
短
く
す
る
ほ
う
が
事
実
よ
り
も
事
実
ら
し
い
た
め
、
清
盛
を
悪
役
に
し
た
の
は
、
重
盛
を
忠
孝
両
全
の
賢
人
に
造
形
す
る
必
要
か
ら
だ
|
|
＇
と
従
来
い
わ
れ
て
お
り
、
定
説
と
認
め
ら
れ
よ
う
。
犬
井
が
問
題
に
し
た
の
は
場
所
の
こ
と
で
、
十
月
十
六
日
の
件
は
、
京
極
大
路
六
角
ー
南
蔀
汝
＇
•
長
門
本
・
延
慶
本
・
四
部
合
戦
状
本
ロ
大
炊
御
門
大
路
ー
〈
大
宮
〉
源
平
闘
評
録
本
・
〈
堀
河
〉
屋
代
本
・
〈
猪
熊
〉
覚
一
本
・
〈
堀
河
猪
熊
〉
八
坂
系
本
と
い
っ
た
ふ
う
に
異
な
る
。
京
極
は
内
裏
か
ら
ず
っ
と
東
寄
り
で
郊
外
に
近
く
、
大
炊
御
門
と
堀
河
な
い
し
猪
熊
の
交
叉
す
る
辺
は
内
裏
の
二
十
一
日
の
件
は
、
中
御
門
大
路
|
ー
〈
堀
河
猪
熊
〉
南
都
本
・
長
門
本
・
延
慶
本
・
覚
一
本
・
〈
堀
河
〉
屋
代
本
~
大
炊
御
門
大
路
ー
〈
猪
熊
〉
四
部
合
戦
状
本
・
源
平
闘
諄
録
本
と
な
っ
て
お
り
、
中
御
門
大
路
と
す
る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
語
り
物
系
の
す
べ
て
と
読
み
物
系
の
数
本
、
大
炊
御
門
大
路
と
す
る
の
は
読
み
物
じ
き
ろ
系
の
両
本
で
あ
る
。
基
房
の
行
く
先
は
内
裏
の
直
麿
だ
か
ら
、
中
御
門
大
路
を
通
っ
て
待
賢
門
か
ら
入
る
前
者
の
ほ
う
が
、
大
炊
御
門
大
路
を
経
て
郁
芳
門
か
ら
内
裏
へ
入
る
後
者
よ
り
も
、
距
離
的
に
い
く
ら
か
近
い
。
こ
の
作
中
場
所
を
十
六
日
の
件
で
語
り
物
系
諸
本
が
読
み
物
系
諸
本
よ
り
も
内
裏
に
近
く
設
定
し
て
い
る
の
と
重
ね
合
わ
す
と
き
、
作
編
者
た
ち
の
表
現
意
識
が
「
内
裏
へ
い
っ
そ
う
近
く
」
を
志
向
し
た
こ
と
の
現
わ
れ
だ
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
内
裏
へ
の
物
理
的
な
距
離
だ
け
で
は
な
く
、
十
四
世
紀
ご
ろ
に
お
け
る
作
編
者
た
ち
（
あ
る
い
は
享
受
者
た
ち
）
の
皇
室
に
対
す
る
心
理
的
な
接
近
を
も
反
映
す
る
の
で
あ
ろ
う
—
|
_
。
以
上
は
犬
井
説
の
要
約
で
、
従
う
べ
き
だ
と
考
え -16-
流
布
本
こ
そ
い
ち
ば
ん
『
平
家
』
ら
し
い
だ
け
で
は
最
終
的
な
決
定
の
権
限
が
無
い
。
る
が
、
重
要
な
の
は
、
基
幹
モ
テ
ィ
ー
フ
さ
え
守
っ
て
い
れ
ば
、
作
中
の
時
間
・
場
所
・
人
物
な
ど
を
改
変
し
て
も
さ
し
つ
か
え
な
い
と
い
う
意
識
の
存
在
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
語
り
変
え
自
由
」
の
意
識
は
、
唱
導
者
の
関
与
を
想
定
す
る
と
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
挿
話
が
頻
出
し
、
れ
を
『
平
家
』
い
ち
ば
ん
無
理
な
く
納
得
さ
れ
し
か
も
多
少
の
相
違
を
気
に
か
け
て
い
な
い
こ
と
は
、
現
存
本
の
す
べ
て
に
見
ら
れ
る
事
実
で
あ
り
、
こ
の
本
性
的
な
特
質
だ
と
認
め
る
な
ら
ば
、
唱
導
者
の
関
与
が
『
平
家
』
う
と
、
唱
導
者
の
関
与
す
る
以
前
に
は
、
の
本
性
を
決
め
た
わ
け
で
あ
る
。
別
な
角
度
か
ら
い
わ
れ
わ
れ
が
『
平
家
物
語
』
と
考
え
る
作
品
は
無
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
原
態
『
平
家
』
以
前
（
以
外
）
に
も
、
平
氏
の
興
亡
に
関
す
る
文
書
が
多
く
存
在
し
た
。
九
条
道
家
の
日
次
記
『
玉
葉
』
に
「
平
家
記
事
、
仰
遣
光
盛
卿
許
。
彼
卿
多
持
平
家
也
」
（
承
久
二
年
四
月
二
十
日
）
と
あ
る
。
こ
の
「
平
家
記
」
は
、
お
そ
ら
く
政
事
誌
ふ
う
な
記
録
で
、
い
ま
の
『
平
家
物
語
』
と
は
別
も
の
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
「
平
家
記
」
の
類
を
材
料
と
し
、
平
氏
の
興
亡
を
編
年
記
ふ
う
に
ま
と
め
た
作
品
が
有
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
は
『
平
家
物
語
』
で
は
な
く
、
唱
導
に
根
ざ
す
流
動
的
な
本
文
の
形
成
さ
れ
た
と
き
、
は
じ
め
て
『
平
家
物
語
』
(21) 
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
に
が
『
平
家
物
語
』
か
ー
|
_
を
決
め
る
に
は
、
整
版
印
刷
で
享
受
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
江
戸
人
（
と
わ
れ
わ
れ
後
代
人
）
の
流
布
本
意
識
が
不
可
欠
で
あ
り
、
覚
一
本
も
延
慶
本
も
長
門
本
も
知
ら
な
か
っ
た
原
態
『
平
家
』
の
作
主
（
ま
た
は
編
者
・
作
編
者
）
ど
印
象
的
な
合
戦
場
面
ぬ
き
で
は
、
物
に
よ
り
原
態
『
平
家
』
よ
う
。
『
平
家
』
だ
と
い
う
立
場
か
ら
、
な
に
が
『
平
家
物
語
』
か
ー
ー
呑
）
考
え
る
と
き
、
ど
う
し
て
と
う
て
い
『
平
家
』
も
看
過
で
き
な
い
の
は
、
勇
壮
あ
る
い
は
悲
壮
な
合
戦
場
面
で
あ
る
。
小
林
秀
雄
に
、
こ
れ
が
『
平
家
物
語
』
の
精
髄
だ
と
錯
覚
さ
せ
た
ほ
の
論
と
は
い
え
ず
、
当
然
、
原
態
本
に
は
こ
う
し
た
合
戦
場
面
が
無
く
て
は
な
ら
な
い
。
繰
り
返
す
よ
う
だ
が
、
こ
れ
は
、
原
態
本
に
合
戦
場
面
が
有
っ
た
は
ず
だ
と
推
測
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
有
力
な
合
戦
場
面
を
欠
く
な
ら
、
原
態
『
平
家
』
以
前
の
類
似
作
品
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
資
格
論
ふ
う
観
点
に
も
立
つ
。
そ
れ
が
、
い
か
な
る
経
路
で
、
い
か
な
る
人
に
持
こ
ま
れ
た
か
は
、
根
拠
と
な
る
資
料
を
欠
く
の
で
、
推
理
の
し
よ
う
が
な
い
。
推
測
だ
け
な
ら
ば
、
東
国
地
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五
て
ひ
ゃ
う
ど
射
る
」
な
ど
の
武
者
こ
と
ば
が
頻
出
す
る
の
は
、
あ
ぐ
い
(22)
方
へ
進
出
し
て
い
た
安
居
院
流
の
唱
導
者
が
武
士
た
ち
の
戦
場
体
験
談
に
接
し
、
そ
の
語
り
ぐ
ち
を
『
平
家
』
に
持
ち
こ
ん
だ
の
だ
ろ
う
と
ゅ
ん
づ
ゑ
あ
ゆ
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
佐
々
木
八
郎
が
早
く
指
摘
し
た
ご
と
く
、
合
戦
場
面
に
「
弓
杖
を
突
く
」
「
手
綱
を
く
れ
て
歩
ま
す
」
「
よ
っ
ぴ
い
(23) 
そ
れ
を
直
接
に
聴
い
た
者
が
媒
介
し
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
媒
介
を
し
た
の
は
、
東
国
の
唱
導
者
で
あ
る
可
能
性
が
多
い
。
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
推
測
の
域
を
出
る
も
の
で
な
く
、
他
の
事
を
論
証
す
る
と
き
の
根
拠
に
は
使
え
な
い
。
だ
が
、
原
態
『
平
家
』
と
唱
導
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
平
曲
以
前
の
琵
琶
法
師
が
説
経
師
に
倣
っ
て
種
々
の
説
話
を
語
っ
た
も
の
が
『
平
家
』
の
資
料
に
な
っ
た
り
、
或
は
説
経
師
の
表
白
や
語
り
物
も
ま
た
『
平
家
』
の
中
に
採
り
入
れ
ら
れ
た
で
あ
ら
う
。
(24) 
と
い
う
佐
々
木
の
意
見
が
、
い
ま
な
お
動
か
せ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
原
態
本
と
十
二
巻
本
の
関
わ
り
日
次
記
め
い
た
政
事
誌
・
唱
導
由
来
の
語
り
事
・
体
験
に
根
ざ
す
合
戦
諏
ー
—
'
の
三
者
が
原
態
『
平
家
』
に
在
っ
た
は
ず
だ
と
い
う
仮
説
は
、
ど
れ
か
ひ
と
つ
が
後
出
の
要
素
で
あ
っ
て
も
、
成
り
立
た
な
く
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
政
事
誌
ふ
う
な
叙
述
に
吉
田
資
経
が
直
接
関
与
つ
よ
し
し
て
い
た
ろ
う
と
い
う
武
久
堅
の
説
は
、
大
き
い
問
題
を
提
供
す
る
。
武
久
説
は
昭
和
四
十
六
—
四
十
八
年
に
発
表
さ
れ
た
が
、
四
十
六
年
(25) 
論
文
で
は
、
延
慶
本
「
静
憲
法
印
法
皇
ノ
御
許
二
詣
事
」
（
第
二
本
ー
三
十
一
・
三
ニ
ニ
ー
ニ
五
）
を
採
り
あ
げ
る
。
鳥
羽
殿
に
幽
閉
さ
れ
た
後
白
河
法
皇
の
身
近
く
奉
仕
す
る
「
尼
前
」
（
以
前
の
女
房
名
「
左
衛
門
佐
」
）
が
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
記
録
や
日
次
記
で
誰
か
不
明
な
の
に
も
拘
わ
ら
ず
、
資
経
の
『
自
暦
記
』
に
よ
れ
ば
、
か
れ
は
建
久
九
年
十
月
二
十
四
日
に
「
故
院
女
房
尼
右
衛
門
佐
」
か
ら
昔
の
回
想
を
聞
い
た
と
述
べ
る
。
こ
の
「
女
房
尼
」
こ
そ
、
年
齢
・
出
身
・
経
歴
な
ど
、
い
ず
れ
も
延
慶
本
の
「
尼
前
」
に
ふ
さ
わ
し
い
。
ま
た
、
延
慶
本
に
は
吉
(26) 
田
経
房
（
資
経
の
祖
父
）
が
文
案
の
担
当
者
と
な
っ
た
官
符
・
宣
旨
な
ど
四
通
を
載
せ
る
が
、
そ
の
う
ち
二
通
は
『
吉
記
』
（
経
房
の
日
次
記
）
に
し
か
出
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、
資
経
を
『
平
家
』
作
者
の
ひ
と
り
ら
し
い
と
し
た
武
久
は
、
昭
和
四
十
七
年
論
文
で
、
政
事
誌
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百
錬
抄
(29) 
と
い
う
展
開
が
想
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
吉
記
説
ふ
う
な
記
事
を
現
存
史
料
と
照
合
し
た
結
果
、
ろ
う
と
認
め
、
さ
ら
に
昭
和
四
十
八
年
論
文
で
は
、 お
そ
ら
く
『
平
家
』
の
本
文
成
長
に
は
『
吉
記
』
を
参
酌
し
て
編
集
さ
れ
た
時
点
が
有
っ
た
か
じ
ゅ
う
じ
い
わ
ゆ
る
勧
修
寺
一
統
の
人
た
ち
、
吉
田
為
房
・
経
房
・
定
長
（
経
房
の
弟
）
な
ど
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
中
場
面
に
登
場
し
、
し
か
も
少
な
か
ら
ず
箔
を
付
け
て
も
ら
っ
た
よ
う
な
書
き
ぶ
り
で
あ
る
点
か
ら
、
資
経
の
制
作
関
与
を
(27) 
こ
れ
と
併
行
す
る
時
期
に
、
平
田
俊
春
は
『
平
家
』
の
政
事
誌
ふ
う
な
叙
述
を
典
拠
の
面
か
ら
精
査
し
、
が
全
面
的
で
あ
り
、
そ
の
成
果
が
平
成
二
年
に
い
た
り
大
著
『
平
家
物
語
の
批
判
的
研
究
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
平
田
説
も
『
吉
記
』
を
基
本
典
拠
と
認
め
る
立
場
は
共
通
だ
け
れ
ど
、
か
つ
他
の
史
料
を
使
っ
て
い
な
い
と
す
る
の
は
、
新
し
く
明
ら
か
に
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
そ
れ
つ
ま
り
、
現
存
の
『
吉
記
』
は
少
な
か
ら
ぬ
欠
巻
お
よ
び
脱
落
箇
所
が
あ
る
た
め
、
す
べ
て
が
『
吉
記
』
に
依
拠
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
直
接
に
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
(28) 
し
、
平
田
は
『
百
錬
抄
』
が
『
吉
記
』
を
抄
記
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
証
し
、
現
存
の
『
吉
記
』
に
は
欠
け
て
い
る
箇
所
で
も
、
該
当
す
る
記
事
が
『
百
錬
抄
』
に
出
て
お
れ
ば
、
そ
れ
は
完
本
『
吉
記
』
合
戦
記
編
年
記
事
Y
治
承
燭
攣
□原匹
裏
巻
）
話
主
張
し
て
い
る
。
に
も
在
っ
た
は
ず
と
い
う
見
地
か
ら
、
政
事
誌
ふ
う
な
箇
所
す
べ
て
を
史
料
と
照
合
す
る
。
そ
の
結
果
、
従
来
よ
く
言
及
さ
れ
た
『
玉
葉
』
や
『
山
椀
記
』
等
に
は
依
拠
し
て
お
ら
ず
、
欠
落
前
の
『
吉
記
』
だ
け
に
基
づ
く
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
事
実
に
よ
り
、
平
田
は
、
政
事
誌
ふ
う
な
編
年
記
事
が
『
吉
記
』
に
近
い
ほ
ど
「
原
平
家
」
の
姿
を
多
く
保
存
す
る
と
考
え
る
。
か
れ
の
い
う
「
原
平
家
」
と
は
、
現
存
の
『
平
家
』
諸
本
に
基
づ
き
復
原
推
定
さ
れ
る
原
形
本
を
意
味
し
、
御
府
本
『
兵
範
記
』
裏
書
に
「
治
承
物
語
六
巻
号
平
家
」
と
見
え
る
類
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
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こ
の
平
田
説
に
お
け
る
重
要
な
論
点
の
ひ
と
つ
が
、
き
り
に
用
い
ら
れ
た
け
れ
ど
、
定
義
を
欠
い
た
の
で
、
ば
ん
多
か
っ
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
原
平
家
」
の
性
格
規
定
で
あ
る
。
従
来
も
「
原
平
家
」
と
い
う
語
は
し
そ
の
テ
ク
ス
ト
像
は
き
わ
め
て
不
明
瞭
で
あ
っ
た
。
人
に
よ
っ
て
は
、
信
濃
前
司
行
長
が
作
詞
し
て
生
仏
に
語
ら
せ
た
『
平
家
』
を
考
え
る
よ
う
だ
し
、
あ
る
人
は
、
六
巻
本
『
治
承
物
語
』
を
念
頭
に
置
い
た
ろ
う
が
、
た
ぶ
ん
「
現
存
諸
本
よ
り
も
先
行
す
る
初
期
的
な
『
平
家
』
テ
ク
ス
ト
」
ぐ
ら
い
の
漠
然
た
る
観
念
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
漠
然
た
る
「
原
平
家
」
を
規
準
と
し
、
そ
れ
に
近
い
の
が
古
態
だ
—
|
_
な
ど
い
う
議
論
は
、
い
ち
そ
も
そ
も
考
証
の
態
を
な
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
に
比
べ
、
平
田
が
十
二
巻
の
「
原
平
家
」
を
設
定
し
た
う
え
、
古
態
性
の
認
定
規
準
を
『
吉
記
』
と
の
一
致
度
に
求
め
た
こ
と
は
、
方
法
論
と
し
て
大
き
い
前
進
で
あ
る
。
こ
れ
と
併
行
す
る
時
期
に
、
武
久
も
「
初
出
十
二
巻
本
」
と
い
う
概
念
を
提
出
し
て
(30) 
い
る
。
現
存
の
『
平
家
』
諸
本
を
批
判
す
る
ば
あ
い
、
当
面
の
対
象
は
、
十
二
巻
本
の
親
本
で
あ
る
ほ
か
な
い
か
ら
、
こ
の
目
標
設
定
は
、
平
田
説
と
同
じ
く
、
方
法
論
的
な
前
進
を
示
す
。
し
か
し
、
平
田
説
と
武
久
説
と
は
、
同
じ
く
十
二
巻
の
『
平
家
』
親
本
を
目
標
に
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
以
前
の
本
文
的
な
特
色
に
つ
い
て
見
解
が
異
な
る
。
平
田
説
は
、
前
掲
の
チ
ャ
ー
ト
が
示
す
ご
と
く
、
最
初
の
段
階
か
ら
『
吉
記
』
が
本
文
に
採
り
こ
ま
れ
て
い
た
と
し
、
唱
導
ふ
う
な
要
素
が
加
わ
っ
た
の
を
六
巻
本
の
段
階
と
す
る
ら
し
い
（
「
説
話
」
が
唱
導
説
話
を
含
む
も
の
と
し
て
）
。
こ
れ
に
対
し
、
武
久
説
で
は
、
資
経
(
-
―
八
―
|
―
二
五
一
）
が
天
福
二
年
か
ら
建
長
三
年
の
間
(
―
二
三
四
ー
五
一
）
に
『
吉
記
』
を
採
り
こ
ん
だ
も
の
と
認
め
、
そ
れ
は
「
第
一
次
延
慶
本
を
も
と
に
、
第
二
次
延
慶
本
即
ち
現
存
延
慶
本
の
編
著
を
完
成
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
（
昭
和
四
十
六
年
論
文
・
1
0
ニ
ペ
イ
ジ
）
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
論
文
を
『
平
家
物
語
成
立
過
程
考
』
（
昭
和
六
十
一
年
刊
）
に
収
録
し
た
と
き
、
該
当
す
る
箇
所
を
「
資
経
が
そ
の
出
家
期
間
に
、
六
巻
本
を
も
と
に
、
初
出
十
二
巻
本
の
編
著
を
完
成
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
（
同
書
・
三
二
三
ー
ニ
四
ペ
イ
ジ
）
と
言
い
換
え
て
あ
る
。
後
者
に
従
う
な
ら
ば
、
初
出
十
二
巻
本
の
段
階
で
『
吉
記
』
が
採
り
こ
ま
れ
た
わ
け
だ
か
ら
、
同
じ
く
十
二
巻
本
と
い
っ
て
も
、
平
田
説
と
は
条
件
が
違
う
。
政
事
誌
ふ
う
な
叙
述
が
『
吉
記
』
か
ら
採
り
こ
ま
れ
た
時
期
を
立
証
す
る
方
法
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
無
い
と
考
え
た
い
。
い
く
ら
で
も
推
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定
は
で
き
る
。
だ
が
、
立
証
を
伴
わ
な
い
推
定
は
、
話
題
以
上
の
存
在
理
由
を
欠
く
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
最
初
の
段
階
か
ら
『
吉
記
』
が
参
加
し
て
い
た
ろ
う
と
す
る
平
田
説
に
は
、
賛
成
も
反
対
も
い
た
し
か
ね
る
け
れ
ど
、
も
し
将
来
な
に
か
の
史
料
が
新
し
く
現
わ
れ
、
初
出
十
二
巻
本
の
段
階
で
『
吉
記
』
が
参
加
し
た
こ
と
を
立
証
で
き
た
と
仮
定
し
て
も
、
最
初
の
『
平
家
』
が
日
次
記
め
い
た
政
事
誌
と
無
縁
だ
っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
後
の
段
階
で
『
吉
記
』
が
採
り
こ
ま
れ
、
ま
た
四
部
合
戦
状
本
の
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
が
生
ま
れ
た
の
は
、
最
初
の
段
階
に
政
事
誌
ふ
う
な
要
素
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
要
素
を
強
調
し
た
結
果
だ
と
考
え
る
と
き
、
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
武
久
説
の
ご
と
く
資
経
が
初
め
て
『
吉
記
』
を
採
り
こ
ん
だ
と
推
論
す
る
こ
と
も
、
じ
つ
は
立
証
を
伴
う
も
の
で
は
な
い
。
資
経
が
『
吉
記
』
を
採
り
こ
ん
だ
の
は
事
実
だ
と
し
て
も
、
い
ち
ば
ん
自
然
な
推
論
に
な
る
で
そ
れ
以
前
に
誰
か
『
吉
記
』
を
採
り
こ
ん
だ
者
が
あ
り
、
資
経
は
そ
れ
を
拡
大
し
た
の
だ
ろ
う
ー
と
い
う
仮
想
は
、
立
証
で
き
な
い
か
ら
、
現
存
延
慶
本
の
こ
と
だ
と
受
け
取
ら
れ
て
よ
ろ
し
か
ろ
う
。
だ
が
、
た
ん
な
る
仮
想
に
す
ぎ
な
い
け
れ
ど
、
資
経
が
単
独
で
『
吉
記
』
に
対
応
す
る
記
事
す
べ
て
を
書
い
た
と
す
る
の
も
、
立
証
で
き
な
い
点
で
は
、
右
の
仮
想
と
等
価
な
の
で
あ
る
。
確
か
な
の
は
、
多
量
に
『
吉
記
』
武
久
説
で
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
初
出
論
文
の
「
第
一
次
延
慶
本
」
「
第
二
次
延
慶
本
」
を
そ
れ
ぞ
れ
「
六
巻
本
」
「
初
出
十
二
巻
本
」
と
収
録
単
行
本
で
言
い
換
え
て
い
る
。
後
者
の
本
文
で
も
注
記
で
も
、
こ
の
相
違
に
な
ん
ら
言
及
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
初
出
十
二
巻
本
と
は
じ
つ
は
、
そ
う
で
な
い
ら
し
い
。
現
存
延
慶
本
が
『
吉
記
』
と
の
照
合
手
懸
り
を
現
存
延
慶
本
の
本
文
に
求
め
る
が
、
論
点
と
す
る
『
吉
記
』
参
酌
の
時
点
に
重
な
っ
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
む
し
ろ
「
初
出
十
二
巻
本
」
の
成
立
過
程
に
遡
り
探
究
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
（
二
九
一
ペ
イ
ジ
）
。
(31) 
と
述
べ
て
あ
り
、
現
存
延
慶
本
は
、
い
わ
ゆ
る
初
出
十
二
巻
本
よ
り
も
後
出
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
不
整
合
が
生
じ
た
の
は
、
初
出
十
二
巻
本
を
延
慶
本
の
線
だ
け
で
考
え
よ
う
と
し
た
余
波
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
程
度
ま
で
六
巻
組
織
の
お
も
か
げ
を
残
し
な
が
ら
、
実
質
的
に
十
二
巻
組
織
な
の
は
、
延
慶
本
ひ
と
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
資
料
に
使
わ
れ
て
よ
い
か
否
か
を
『
平
家
物
語
成
立
過
程
考
』
で
は
、
が
採
り
こ
ま
れ
て
い
る
事
実
だ
け
で
あ
ろ
う
。
四
部
合
戦
状
本
の
十
二
巻
組
織
が
延
慶
本
の
い
か
な
る
段
階
と
対
応
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す
る
の
か
、
十
二
巻
組
織
の
形
成
と
『
吉
記
』
の
採
り
こ
み
は
理
由
あ
る
関
連
か
偶
然
の
併
存
事
象
か
…
…
等
を
明
ら
か
に
し
が
た
い
現
在
、
初
出
十
二
巻
本
と
資
経
を
直
結
す
る
の
は
尚
早
で
あ
ろ
う
。
ま
し
て
や
、
最
初
期
の
『
平
家
』
で
日
次
記
め
い
た
政
事
誌
が
要
素
の
ひ
と
つ
原
態
『
平
家
』
に
お
け
る
も
う
ひ
と
つ
の
要
素
、
唱
導
由
来
の
語
り
事
が
、
も
し
平
田
説
の
ご
と
く
六
巻
本
段
階
で
加
わ
っ
た
と
す
れ
ば
、
わ
た
く
し
の
仮
説
は
、
し
ば
ら
く
保
留
を
要
す
る
。
だ
が
、
平
田
説
は
、
唱
導
的
な
要
素
の
後
出
を
明
確
に
論
証
し
て
は
お
ら
ず
、
『
吉
記
』
が
最
初
期
か
ら
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
だ
け
な
の
で
、
わ
た
く
し
の
仮
説
に
対
し
、
や
は
り
反
証
を
提
示
す
る
も
の
で
は
な
い
。
平
田
説
へ
の
い
ち
ば
ん
有
力
な
支
証
と
な
っ
た
四
部
合
戦
状
本
で
さ
え
も
、
唱
導
ふ
う
な
詞
句
が
少
な
か
ら
ず
採
り
こ
ま
れ
て
い
る
事
実
は
、
日
次
記
め
い
た
叙
事
が
唱
導
ふ
う
な
詞
句
と
あ
ま
り
違
和
感
を
伴
わ
ず
に
共
存
で
き
た
こ
と
を
示
す
。
武
久
は
、
唱
導
ふ
う
な
詞
句
（
表
白
句
）
が
延
慶
本
・
長
門
本
・
四
部
合
戦
状
本
に
共
有
さ
れ
る
ば
あ
い
は
、
初
出
十
二
巻
本
時
代
を
さ
す
の
で
あ
り
、
序
章
の
「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
…
…
」
も
、 か
な
ら
ず
『
源
平
盛
衰
記
』
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
事
実
(32) 
を
挙
げ
、
そ
れ
ら
の
表
白
句
を
「
読
み
本
系
の
祖
本
時
代
か
ら
本
文
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
も
の
」
と
認
め
る
。
そ
の
「
祖
本
時
代
」
は
、
そ
の
時
点
で
加
わ
っ
た
も
の
だ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
武
久
説
に
よ
っ
て
も
、
わ
た
く
し
の
仮
説
は
い
ち
お
う
保
留
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
だ
が
、
わ
た
く
し
の
い
う
原
態
本
は
、
前
記
三
種
の
要
素
を
も
つ
『
平
家
物
語
』
だ
け
に
関
わ
る
も
の
で
、
形
成
の
時
期
を
捨
象
し
て
い
る
、
わ
ば
水
平
伝
承
の
次
元
に
属
す
る
概
念
だ
か
ら
、
ど
の
時
期
に
「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
…
…
」
が
加
わ
っ
た
か
を
問
題
に
す
る
替
わ
り
、
逆
に
「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
…
…
」
を
も
つ
本
文
だ
け
が
『
平
家
物
語
』
な
の
だ
と
認
め
、
そ
れ
以
外
は
『
平
家
物
語
』
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
原
態
本
が
六
巻
組
織
だ
っ
た
か
十
二
巻
組
織
だ
っ
た
か
は
、
立
証
の
方
法
が
無
い
の
だ
か
ら
、
具
体
的
な
形
成
時
期
の
問
題
と
共
に
、
未
詳
と
す
る
ほ
か
あ
る
ま
い
。
だ
が
、
十
二
巻
本
『
平
家
』
を
本
文
批
判
の
焦
点
と
し
て
持
ち
出
し
た
平
田
説
・
武
久
説
に
は
、
重
要
な
意
義
あ
り
と
考
え
た
い
。
そ
れ
は
、
十
二
巻
本
の
『
平
家
』
が
、
成
立
し
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
っ
た
ろ
う
と
い
う
推
定
に
対
し
、
反
証
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
ん
に
そ
れ
は
、
保
留
を
要
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、し)
の
類
似
作
品
だ
と
い
そ
れ
以
外
の
『
平
家
』
と
は
違
い
、
垂
直
伝
承
の
要
素
を
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十
二
巻
本
以
外
の
『
平
家
』
に
つ
い
て
は
、
系
統
づ
け
を
放
棄
し
、
水
平
伝
承
の
立
場
で
本
文
を
批
判
す
る
よ
り
ほ
か
な
い
。
そ
れ
は
混
合
本
を
是
認
す
る
立
場
で
あ
る
。
池
田
亀
鑑
の
主
張
を
表
層
的
に
信
奉
す
る
向
き
は
、
混
合
本
と
い
う
名
を
聞
く
だ
け
で
嫌
な
顔
を
し
た
が
の
本
文
批
判
に
お
い
て
も
つ
意
味
は
大
き
い
。
多
く
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
、
何
某
系
統
と
い
う
呼
称
を
な
る
べ
く
避
け
て
き
た
。
垂
直
伝
承
と
の
混
同
を
顧
慮
し
た
ゆ
え
だ
が
、
十
二
巻
本
の
『
平
家
』
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
垂
直
伝
承
の
要
素
を
認
め
る
の
で
な
け
れ
ば
、
適
正
な
本
垂
直
伝
承
と
は
い
っ
て
も
、
定
着
志
向
本
文
に
お
け
る
系
譜
法
ど
お
り
を
当
て
は
め
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
た
と
え
ば
、
先
行
本
文
A
が
書
承
さ
れ
て
B
本
と
な
る
ば
あ
い
、
A
本
ー
,B
本
は
、
っ
た
部
分
本
文
を
B
本
に
切
り
入
れ
、
混
合
本
P
が
生
じ
た
と
仮
定
し
よ
う
。
A
|
B
[
[
」口
P
ひ
と
つ
の
系
統
を
な
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
あ
と
、
異
伝
本
X
お
よ
び
Y
か
ら
採
つ
ま
り
、
の
よ
う
な
関
係
だ
け
れ
ど
、
も
し
A
I
Bの
P
に
対
し
て
も
つ
比
較
的
な
本
文
特
性
が
内
質
・
分
量
・
形
状
に
わ
た
り
優
勢
な
ら
ば
、
は
A
|
B
系
統
で
あ
っ
て
、
X
本
・
Y
本
と
は
詞
章
の
貸
借
だ
け
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
従
来
は
、
p
本
x本
な
い
し
Y
本
と
内
質
の
う
え
で
共
通
な
章
段
や
部
分
本
文
（
大
段
）
が
P
本
に
あ
れ
ば
、
X
本
ま
た
は
Y
本
が
P
本
と
同
系
統
で
あ
る
か
の
ご
と
く
扱
わ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
、
貸
借
関
係
と
継
承
関
係
と
の
混
同
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
継
承
関
係
を
確
か
め
る
に
は
、
共
通
詞
章
の
有
無
だ
け
で
な
く
、
形
状
的
な
対
応
関
係
も
加
え
る
必
要
が
あ
る
。
さ
き
に
述
べ
た
大
段
・
小
段
の
位
置
は
そ
の
ひ
と
つ
だ
が
、
そ
れ
よ
り
大
き
い
単
位
で
の
構
成
さ
れ
ぐ
あ
い
を
含
め
、
形
状
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
れ
ば
、
内
質
・
分
量
・
形
状
に
わ
た
る
対
比
が
継
承
関
係
す
な
わ
ち
系
統
を
考
え
る
有
効
な
手
段
と
な
る
。
そ
の
有
効
性
が
、
し
か
し
、
十
二
巻
本
の
ば
あ
い
少
な
く
な
い
の
に
対
し
、
そ
れ
以
外
（
な
い
し
以
前
）
の
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
は
認
め
が
た
い
。
後
者
の
ば
あ
い
、
垂
直
伝
承
と
し
て
の
系
統
は
立
ち
え
ず
、
し
た
が
っ
て
十
二
巻
組
織
が
『
平
家
』
文
批
判
が
期
待
さ
れ
に
く
い
。
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る
け
れ
ど
、
混
合
本
に
は
、
そ
れ
な
り
の
良
さ
が
無
い
で
も
な
い
。
系
譜
法
で
志
向
さ
れ
る
原
型
は
、
現
存
諸
本
の
分
岐
点
と
な
っ
た
ひ
と
つ
の
テ
ク
ス
ト
な
の
で
、
ほ
か
に
も
原
態
本
か
ら
派
生
し
た
未
知
の
テ
ク
ス
ト
が
有
り
え
よ
う
。
混
合
本
は
、
混
合
本
な
る
が
ゆ
え
に
、
れ
ら
の
失
わ
れ
た
テ
ク
ス
ト
が
含
有
さ
れ
る
可
能
性
を
も
つ
。
そ
の
代
表
的
な
事
例
が
『
平
家
』
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
意
識
的
な
混
態
を
も
つ
テ
ク
ス
ト
の
ば
あ
い
、
系
統
づ
け
は
不
可
能
だ
が
、
異
伝
の
分
類
な
ら
、
そ
か
な
り
の
精
度
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
の
先
駆
的
な
業
績
が
山
田
孝
雄
の
『
平
家
物
語
考
』
で
、
本
文
の
形
態
面
に
基
づ
い
て
諸
本
を
分
類
し
た
。
こ
れ
は
、
章
段
単
位
の
有
無
を
規
準
と
し
て
お
り
、
た
と
え
ば
流
布
本
の
「
祇
王
祇
女
」
「
無
文
」
「
燈
燻
」
「
竹
生
島
詣
」
を
長
門
本
と
四
部
合
戦
状
本
の
い
ず
れ
も
が
欠
く
事
か
ら
、
両
本
の
共
通
性
を
認
め
な
が
ら
も
、
前
者
に
有
る
「
辻
風
」
「
文
覚
荒
行
」
「
青
山
沙
汰
」
が
後
者
に
は
無
い
点
な
ど
を
も
考
慮
し
た
う
え
で
、
両
本
が
「
近
き
縁
故
あ
る
本
な
る
こ
と
を
想
像
し
う
べ
し
」
と
認
め
る
（
四
七
ニ
ー
七
四
ペ
イ
ジ
）
。
こ
の
条
を
収
め
る
章
は
「
諸
本
の
系
統
上
の
関
係
を
論
ず
」
と
題
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
じ
つ
は
「
系
統
」
と
い
う
語
の
用
法
が
当
時
は
ま
だ
確
か
で
な
く
、
説
か
れ
る
と
こ
ろ
は
分
類
を
出
る
山
田
説
を
さ
ら
に
精
細
化
し
た
労
作
が
、
高
橋
貞
一
の
『
平
家
物
語
諸
本
の
研
究
』
（
昭
和
十
八
年
刊
）
で
あ
る
。
か
れ
は
、
章
段
の
有
無
だ
け
で
な
く
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
部
分
的
な
記
事
（
わ
た
く
し
の
い
う
大
段
に
相
当
）
も
批
判
の
規
準
に
加
え
た
。
た
と
え
ば
「
二
代
后
」
の
な
か
で
、
則
天
武
后
の
事
を
か
な
り
詳
し
く
語
る
の
が
八
坂
系
甲
類
本
に
お
け
る
特
色
の
ひ
と
つ
だ
と
指
摘
し
た
な
ど
（
二
七
•
六O
·
九
ニ
・
二
0
四
ペ
イ
ジ
）
。
本
稿
の
第
一
ー
ニ
節
で
大
段
・
小
段
に
基
づ
く
分
析
を
試
み
た
の
は
、
高
橋
説
の
延
長
線
上
に
在
り
、
素
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
精
細
化
し
な
が
ら
も
、
高
橋
説
は
、
分
類
の
立
場
を
堅
持
し
て
お
り
、
明
快
だ
と
い
え
る
。
戦
後
、
ラ
ハ
マ
ン
ふ
う
な
系
譜
法
が
流
動
志
向
本
文
に
も
混
入
し
た
ゆ
え
か
、
し
き
り
に
系
統
が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
が
十
二
巻
本
以
外
（
な
い
し
以
前
）
の
『
平
家
』
わ
れ
わ
れ
は
、
山
田
ー
高
橋
説
ま
で
立
ち
戻
り
、
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
に
位
置
の
要
そ
の
点
で
は
山
田
説
よ
り
に
つ
い
て
有
効
性
を
も
た
な
い
こ
と
は
、
上
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
出
直
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
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《
注
》(
1
)
小
西
「
『
平
家
物
語
』
の
原
態
と
古
態
i文
批
判
と
作
品
批
評
の
接
点
ー
」
〔
『
日
本
文
学
の
特
質
』
（
明
治
書
院
・
平
成
三
年
七
月
刊
）
に
初
出
収
録
〕
。
(
2
)
下
欄
の
（
1
）（
2
)
(
3
)
…
…
は
、
各
本
に
お
け
る
大
段
の
順
序
を
示
す
。
た
と
え
ば
、
長
門
本
で
(14)
の
次
に
(17)
が
出
る
の
は
、
覚
一
本
・
八
坂
系
本
・
屋
代
本
の
（
12
）
に
当
た
る
大
段
が
、
長
門
本
の
大
段
(17)
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
あ
る
テ
ク
ス
ト
の
欠
く
大
段
は
X
印
で
示
す
。
〈
別
〉
は
諸
本
と
ひ
ど
く
違
う
箇
所
に
在
る
こ
と
、
延
慶
欄
の
〈
24
〉
は
上
欄
の
〈
伊
豆
〉
に
対
応
す
る
こ
と
の
意
。
漢
数
字
は
所
拠
本
の
ペ
イ
ジ
を
表
わ
す
。
所
拠
本
は
次
の
と
お
り
。
覚
一
本
11
日
本
古
典
文
学
大
系
〈
3
2
1
3
3
〉
（
岩
波
書
店
・
昭
和
三
十
四
年
二
月
ー
三
十
五
年
十
一
月
）
。
高
木
市
之
助
・
小
沢
正
夫
・
渥
美
か
を
る
・
金
田
一
春
彦
校
注
。
八
坂
系
本
廿
『
八
坂
本
平
家
物
語
』
〈
全
一
冊
〉
（
大
学
堂
書
店
・
昭
和
五
十
六
年
六
月
）
。
山
下
宏
明
編
。
屋
代
本
11
『
屋
代
本
平
家
物
語
』
〈
全
三
冊
〉
（
桜
楓
社
・
昭
和
四
十
二
年
六
月
）
。
佐
藤
謙
三
・
春
田
宣
編
。
南
都
本
・
南
都
異
本
11
『
南
都
本
／
南
都
異
本
平
家
物
語
」
〈
古
典
研
究
会
叢
書
第
二
期
・
全
二
冊
〉
（
汲
古
書
院
・
昭
和
四
十
六
年
十
月
ー
四
十
七
年
一
月
）
。
松
本
隆
信
解
題
。
長
門
本
11
『
岡
山
大
学
本
平
家
物
語
二
十
巻
』
〈
全
五
冊
〉
（
福
武
書
店
・
昭
和
五
十
年
十
月
ー
五
十
二
年
十
一
月
）
。
岡
山
大
学
池
田
家
文
庫
等
刊
行
会
編
。
延
慶
本
11
『
延
慶
本
平
家
物
語
本
文
篇
』
〈
全
二
冊
〉
（
勉
誠
社
・
平
成
二
年
六
月
）
。
北
原
保
雄
・
小
川
栄
一
編
。
四
部
合
戦
状
本
11
『
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
』
〈
全
三
冊
〉
（
大
安
・
昭
和
四
十
二
年
三
月
）
。
慶
応
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
・
松
本
隆
信
解
題
校
定
。
源
平
闘
評
録
本
11
『
源
平
闘
諄
録
と
研
究
』
〈
全
一
冊
〉
（
未
刊
国
文
資
料
刊
行
会
・
昭
和
三
十
八
年
三
月
）
。
山
下
宏
明
編
著
。
(
3
)
こ
の
件
を
、
長
門
本
や
『
源
平
盛
衰
記
』
で
は
、
宗
盛
の
行
動
と
す
る
。
〈
別
〉
と
示
し
た
の
は
そ
の
意
。
(
4
)
渥
美
か
を
る
説
〔
『
平
家
物
語
の
基
礎
的
研
究
』
（
三
省
堂
・
昭
和
三
十
七
年
三
月
）
五
四
ー
六
五
ペ
イ
ジ
〕
に
よ
る
。
た
だ
し
南
都
本
は
、
渥
美
自
身
も
語
り
系
と
の
接
近
を
認
め
る
〔
同
上
・
一
四
ニ
ペ
イ
ジ
〕
。
な
お
、
山
下
宏
明
『
平
家
物
語
研
究
序
説
』
（
明
治
書
院
・
昭
和
四
十
七
年
三
月
）
一
0
四
ー
三
ニ
ペ
イ
ジ
参
照
。
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(
5
)
平
曲
で
は
「
句
」
と
よ
ぶ
。
「
章
段
」
の
初
用
は
山
田
説
だ
が
、
学
術
用
語
と
し
て
の
定
着
は
高
橋
説
か
ら
。
(
6
)
延
慶
本
は
、
六
巻
組
織
と
の
合
成
め
い
た
形
態
に
な
っ
て
お
り
、
純
然
た
る
十
二
巻
本
と
は
認
め
が
た
い
。
(
7
)小
西
「
平
家
物
語
の
原
態
と
過
渡
形
態
ー
本
文
批
判
の
基
本
的
態
度
—
.
」
〔
『
国
文
学
漢
文
学
論
叢
』
〈
東
京
教
育
大
学
文
学
部
紀
要
〉
第
十
四
輯
（
昭
和
四
十
四
年
三
月
）
〕
、
収
録
『
平
家
物
語
|
語
り
と
原
態
ー
』
〈
日
本
文
学
研
究
資
料
新
集
・
七
〉
（
有
精
堂
・
昭
和
六
十
二
年
五
月
）
。
(
8
)
同
右
〔
有
精
堂
版
〕
七
0
ー
七
一
ペ
イ
ジ
。
(
9
)
十
二
巻
プ
ラ
ス
潅
頂
巻
と
い
う
構
成
が
、
現
存
四
部
合
戦
状
本
で
の
初
出
だ
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
の
本
に
は
、
道
行
文
な
ど
（
巻
十
・
一
0
三
ー
0
四
）
、
和
漢
混
滑
文
テ
ク
ス
ト
の
先
在
を
示
す
箇
所
が
少
な
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
(10)
も
っ
と
も
、
応
永
二
十
七
年
(
-
四
二
0
)
五
月
の
識
語
に
「
写
本
事
外
往
復
之
言
文
字
之
謬
多
之
、
雖
然
不
及
添
削
大
概
写
之
了
」
と
あ
り
（
第
ニ
ー
中
・
四
四
四
）
、
こ
の
頃
ま
で
に
は
延
慶
本
な
ど
に
も
定
着
志
向
が
入
り
こ
ん
で
い
た
ろ
う
。
(11)
山
下
宏
明
「
源
平
闘
諄
録
管
見
ー
其
の
成
立
基
盤
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
〔
『
国
語
と
国
文
学
』
第
三
十
八
巻
第
八
号
（
昭
和
三
十
六
年
八
月
）
〕
お
よ
び
『
平
家
物
語
研
究
序
説
』
〔
前
出
注
(
4
)
〕
七
九
ー
一
0
ニ
ペ
イ
ジ
。
(12)
麻
原
美
子
「
平
家
物
語
の
視
角
ー
上
小
文
系
統
論
を
め
ぐ
っ
て
ー
＇
」
〔
『
文
学
』
第
三
十
八
巻
第
六
号
（
昭
和
四
十
五
年
六
月
）
〕
は
、
題
材
面
か
ら
源
平
系
と
平
家
系
と
に
大
別
す
る
。
質
的
な
観
点
を
導
入
し
、
源
平
系
本
文
を
十
二
巻
本
以
前
の
段
階
に
想
定
し
た
有
力
業
績
だ
が
、
十
二
巻
本
以
外
の
形
態
面
と
も
結
び
つ
け
る
と
き
、
さ
ら
に
大
き
い
成
果
を
期
待
で
き
る
。
(
1
3
)小
西
論
文
〔
前
出
注
(
1
)〕
一
九
五
—
九
七
ペ
イ
ジ
。
(14)
山
田
孝
雄
・
高
木
武
編
著
『
校
定
平
家
物
語
』
（
東
京
宝
文
館
・
大
正
四
年
六
月
）
「
序
説
」
〈
山
田
担
当
〉
―
ニ
ー
一
五
ペ
イ
ジ
。
(15)
佐
々
木
八
郎
『
平
家
物
語
の
研
究
』
〈
全
三
冊
〉
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
・
昭
和
二
十
三
年
五
月
|
‘
二
十
四
年
六
月
）
上
巻
六
ニ
ペ
イ
ジ
。
(16)
「
乱
」
は
「
狼
」
の
宛
て
字
。
「
乱
が
は
し
」
を
「
ら
う
が
は
し
」
と
表
記
し
た
例
が
多
い
。
(17)
南
都
異
本
は
一
〇
七
四
ペ
イ
ジ
、
長
門
本
は
二
三
ペ
イ
ジ
、
延
慶
本
は
三
二
0
ペ
イ
ジ
。
覚
一
・
八
坂
・
屋
代
・
南
都
・
闘
諄
な
し
。
(18)
後
述
す
る
「
殿
下
乗
合
」
が
意
識
的
に
事
実
を
改
変
し
て
い
る
な
ど
。
(19)
唱
導
書
の
援
用
を
指
摘
し
た
最
初
は
後
藤
丹
治
「
平
家
物
語
出
典
の
研
究
（
三
）
」
〔
『
国
語
と
国
文
学
』
第
六
巻
第
五
号
（
昭
和
四
年
五
月
）
．
収
録
『
戦
記
物
語
の
研
究
』
（
磯
部
甲
陽
堂
・
昭
和
十
九
年
二
月
増
補
版
）
〕
だ
が
、
文
体
の
共
通
性
を
論
じ
た
の
は
山
岸
徳
平
「
澄
憲
と
そ
の
作
品
ー
作
文
集
を
中
心
と
し
て
ー
」
〔
『
日
本
諸
学
振
興
委
員
会
研
究
報
告
』
〈
特
輯
6
•
国
語
国
文
学
〉
（
昭
和
十
七
年
十
一
月
）
・
収
録
『
山
岸
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徳
平
著
作
集
』
第
一
巻
（
有
精
堂
・
昭
和
四
十
七
年
五
月
）
〕
が
先
駆
を
な
す
。
(
2
0
)犬
井
「
内
裏
へ
の
途
ー
『
平
家
物
語
』
巻
一
「
殿
下
乗
合
」
の
作
中
場
所
の
本
文
流
伝
—
.
」
〔
『
文
藝
言
語
研
究
』
〈
筑
波
大
学
紀
要
〉
1
9（
平
成
三
年
三
月
）
〕
。
(21)
信
太
周
「
流
布
本
平
家
物
語
を
め
ぐ
っ
て
」
〔
『
新
版
絵
入
平
家
物
語
（
延
宝
五
年
本
）
』
巻
九
（
和
泉
書
院
・
昭
和
五
十
六
年
十
月
刊
）
〕
―
二
三
ー
三
ニ
ペ
イ
ジ
に
詳
細
な
解
説
が
あ
る
。
(
2
2
)角
川
源
義
「
妙
本
寺
本
曽
我
物
語
孜
」
〔
『
妙
本
寺
本
曽
我
物
語
』
〈
貴
重
古
典
籍
叢
刊
•
3
〉
（
角
川
書
店
・
昭
和
四
十
四
年
三
月
）
・
収
録
『
角
川
源
義
全
集
』
第
二
巻
（
角
川
書
店
・
昭
和
六
十
二
年
十
月
）
〕
。
引
用
箇
所
は
、
全
集
版
の
二
三
0
ー
1
二
三
ペ
イ
ジ
に
よ
る
。
(23)
佐
々
木
『
平
家
物
語
の
研
究
』
〔
前
出
注
(15)
〕
上
巻
五
九
ー
六
一
ペ
イ
ジ
。
た
だ
し
、
東
国
方
言
の
媒
介
者
と
し
て
信
濃
前
司
行
長
を
想
定
す
る
点
に
は
、
賛
同
で
き
な
い
。
(24)
佐
々
木
・
同
右
、
上
巻
二
0
ペ
イ
ジ
。
(25)
武
久
「
平
家
物
語
と
資
経
の
『
自
暦
記
』
ー
延
慶
本
第
二
次
編
著
者
考
ー
」
〔
『
文
学
』
第
三
十
九
巻
第
八
号
（
昭
和
四
十
六
年
八
月
）
・
修
訂
収
録
『
平
家
物
語
成
立
過
程
考
』
（
桜
楓
社
・
昭
和
六
十
一
年
十
月
）
〕
。
(
2
6
)同
右
（
『
平
家
物
語
成
立
過
程
考
』
収
録
）
三
二
四
—
1
一
五
ペ
イ
ジ
。
(27)
平
田
「
平
家
物
語
成
立
の
基
礎
ー
＇
編
年
記
事
と
そ
の
原
拠
に
つ
い
て
ー
・
」
〔
『
防
衛
大
学
校
紀
要
』
〈
人
文
社
会
科
学
篇
〉
第
二
十
九
・
三
十
輯
（
昭
和
四
十
九
年
九
月
・
五
十
年
三
月
）
〕
に
初
出
。
武
久
論
文
と
の
関
係
は
『
平
家
物
語
の
批
判
的
研
究
』
〈
全
三
冊
〉
（
国
書
刊
行
会
・
平
成
二
年
六
月
）
上
巻
一
九
―
―
―
ー
九
四
ペ
イ
ジ
参
照
。
．
(28)
平
田
「
百
錬
抄
と
吉
記
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
〔
『
防
衛
大
学
校
紀
要
』
〈
人
文
社
会
科
学
篇
〉
第
二
十
七
輯
（
昭
和
四
十
八
年
十
月
）
〕
。
(29)
平
田
『
平
家
物
語
の
批
判
的
研
究
』
下
巻
一
六
八
四
ー
八
五
ペ
イ
ジ
。
(
3
0
)武
久
が
「
初
出
十
二
巻
本
」
と
い
う
概
念
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
五
十
二
年
ご
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
「
『
畠
山
物
語
』
と
の
関
連
—
,
延
慶
本
平
家
物
語
成
立
過
程
考
ー
—
」
〔
『
文
学
』
第
四
十
四
巻
第
十
号
（
昭
和
五
十
一
年
十
月
）
〕
に
「
最
初
の
十
二
巻
本
平
家
物
語
」
と
い
う
詞
句
が
見
え
る
け
れ
ど
も
（
七
0
ペ
イ
ジ
上
段
）
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
ま
だ
不
明
確
。
(31)
武
久
「
平
家
物
語
と
経
房
の
『
吉
記
』
ー
「
延
慶
本
」
の
編
著
過
程
に
つ
い
て
ー
」
〔
『
論
集
』
〈
広
島
女
学
院
大
学
〉
第
2
集
（
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
）
〕
の
な
か
に
見
え
る
「
旧
延
慶
本
」
（
二
—
_
―
―
―
ペ
イ
ジ
・
一
九
ペ
イ
ジ
）
が
『
平
家
物
語
成
立
過
程
考
』
で
は
共
に
「
初
出
十
二
巻
本
」
-27-
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
。
既
出
論
文
を
単
行
本
に
収
録
す
る
と
き
、
説
の
内
容
に
変
更
が
あ
れ
ば
、
(32)
武
久
『
平
家
物
語
成
立
過
程
考
』
ペ
イ
ジ
。
(33)
・
一
八
八
ペ
イ
ジ
。
（
本
学
名
誉
教
授
）
ュヽ
0
＞ヽ
-28-
